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里道徳雄追悼号

第
二
格
の
意
味
と
用
法
①

菅
沼

１
，
罠
二
目
ロ
冨
百
目
目
員
炭
ロ
『
鳥
：
『
■
百
『
：
Ｐ
訳
註
（
２
）

勺
昌
８
冒
園
胃
陽
白
目
言
国
所
説
の
観
想
図
像

１

０

ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
と
ア
ン
セ
ル
ム
ス
の
真
理
論

Ｉ
比
較
哲
学
的
蔓
Ｉ

プ
ラ
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
（
冒
旦
目
）
再
考

ｌ
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
か
ら
仏
教
へ
Ｉ

カ
ピ
ー
ル
の
ド
ー
ハ
ー
（
二
行
詩
）

ｌ
そ
の
歴
史
と
教
鋭
Ｉ

最
澄
の
教
学
と
日
蓮

１
日
蓮
の
「
依
慰
蘂
』
「
法
華
秀
句
」
受
容
Ｉ

縁
起
と
縁
起
説

戸

下
一Ｊ

清
水

笠
井

橋
本
泰
元
（
閉
）

渡
辺
章
悟
（
ね
）

森

田
村
晃
祐
（
釦
）

章
司
（
旧
）

晃

グー、

１４１
、－’

乞
（
皿
）

貞
（
川
）
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里道徳雄教授遺影



略
歴

昭
和
十
二
年
四
月
十
日

昭
和
三
十
一
年
三
月

昭
和
四
十
年
四
月

昭
和
四
十
四
年
三
月

昭
和
四
十
四
年
四
月

昭
和
四
十
六
年
三
月

昭
和
四
十
六
年
四
月

昭
和
四
十
九
年
三
月

昭
和
五
十
年
四
月

昭
和
五
十
四
年
四
月

昭
和
五
十
六
年
四
月

昭
和
五
十
九
年
四
月

平
成
二
年
四
月

平
成
七
年
七
月
三
十
一
日

里
道
徳
雄
教
授
略
歴
・
業
績
目
録

新
潟
県
佐
渡
島
に
生
ま
れ
る

早
稲
田
高
等
学
校
卒
業

花
園
大
学
仏
教
学
科
禅
宗
学
専
攻
入
学

同
大
学
卒
業

東
洋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
修
士
課
程
入
学

同
大
学
院
修
了

東
洋
大
学
院
博
士
課
程
入
学

同
大
学
院
満
期
退
学

東
洋
大
学
文
学
部
仏
教
学
科
助
手

東
洋
大
学
短
期
大
学
日
本
文
学
科
非
常
勤
講
師
（
昭
和
五
十
五
年
四
月
ま
で
）

東
洋
大
学
文
学
部
専
任
講
師

東
洋
大
学
文
学
部
助
教
授

東
洋
大
学
文
学
部
教
授

心
筋
梗
塞
に
よ
り
急
逝

３



ア
ジ
ア
仏
敦
史
・
中
国
篇
Ⅳ
（
第
一
章
「
朝
鮮
半
島
の
仏
教
」
執
筆
）
佼
成
出
版
社
昭
和
五
十
二
年
二
月

日
本
人
の
仏
教
７
・
日
本
仏
教
の
宗
派
（
第
七
章
「
臨
済
宗
」
執
筆
）
吏
泉
書
籍
昭
和
五
十
八
年
十
月

日
本
仏
教
典
籍
辞
典
（
編
集
委
員
）
雄
山
闇
昭
和
六
十
一
年
十
一
月

中
国
仏
教
に
於
け
る
出
家
と
在
家
の
問
題
東
京
プ
レ
ス
昭
和
六
十
三
年
三
月

図
説
日
本
仏
教
の
世
界
Ⅵ
（
「
栄
西
・
道
元
の
禅
と
生
涯
」
執
筆
）
集
英
社
平
成
元
年
四
月

西
域
中
華
海
東
仏
祖
源
流
（
編
萱
兎
泉
プ
レ
ス
平
成
二
年
十
二
月

東
洋
倫
理
思
想
史
（
共
編
著
）
北
樹
出
版
平
成
五
年
三
月

臨
済
録
を
学
ぶ
ｌ
禅
の
話
Ｉ
上
日
本
放
送
出
版
協
会
平
成
五
年
九
月

孝
と
先
祖
供
養
東
泉
本
願
寺
出
版
部
平
成
五
年
十
月

臨
済
録
を
学
ぶ
ｌ
禅
の
話
Ｉ
下
日
本
放
送
出
版
協
会
平
成
五
年
十
二
月

和
訳
般
若
心
経
ｌ
白
隠
禅
師
毒
語
解
Ｉ
（
編
著
）
兎
泉
美
術
平
成
六
年
一
月

生
死
一
如
衷
泉
本
願
寺
出
版
部
平
成
六
年
十
月

臨
済
録
ｌ
禅
の
神
髄
ｌ
日
本
放
送
出
版
協
会
平
成
七
年
三
月

学
術
論
文

地
論
宗
の
興
起
と
展
開
に
つ
い
て
「
東
洋
学
術
研
究
』
第
十
二
巻
第
三
号
東
洋
哲
学
研
究
所
昭
和
四
十
八
年
十
一
月

慧
光
伝
を
め
ぐ
る
渚
問
題
『
大
倉
山
論
集
』
第
十
一
輯
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
昭
和
四
十
九
年
三
月

著
書

４



朝
鮮
仏
教
に
於
け
る
八
関
斎
会
に
つ
い
て
『
宗
教
研
究
』
第
二
四
六
号
日
本
宗
教
学
会
昭
和
五
十
六
年
二
月

朝
鮮
仏
教
に
お
け
る
八
関
斎
会
考
ｌ
そ
の
歴
史
的
展
開
ｌ
『
西
義
雄
博
士
頌
寿
記
念
論
集
菩
薩
思
想
』
大
東
出
版
社
昭
和
五
十

『
禅
宗
哲
学
大
意
』
『
学
祖
井
上
円
了
の
学
理
思
想
の
研
究
』
東
洋
大
学
昭
和
五
十
五
年
三
月

朝
鮮
仏
教
の
諸
問
題
（
｜
）
『
日
韓
仏
教
』
第
三
号
日
韓
仏
教
交
流
協
議
会
昭
和
五
十
五
年
十
二
月

憲
衷
局
僧
伝
』
僧
名
索
引
稿
ｌ
朝
鮮
仏
教
僧
名
集
成
Ⅲ
Ｉ
『
東
洋
学
研
究
』
第
十
五
号
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
昭
和
五
十
六
年

慧
光
伝
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
二
）
『
大
倉
山
論
集
」
第
十
三
輯
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
昭
和
五
十
三
年
三
月

六
祖
猫
捺
考
二
）
ｌ
そ
の
問
題
点
ｌ
『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
十
一
号
禅
文
化
研
究
所
昭
和
五
十
四
年
六
月

朝
鮮
仏
教
研
究
文
献
（
二
『
日
韓
仏
教
』
第
一
号
日
韓
仏
教
交
流
協
議
会
昭
和
五
十
四
年
七
月

朝
鮮
仏
教
の
宗
派
『
全
仏
』
昭
和
五
十
四
年
八
月
号
全
日
本
仏
教
会
昭
和
五
十
四
年
八
月

朝
鮮
仏
教
研
究
文
献
（
二
）
『
日
韓
仏
教
』
第
二
号
日
韓
仏
教
交
流
協
議
会
昭
和
五
十
四
年
十
二
月

地
藝
型
不
北
道
派
の
展
開
と
消
長
ｌ
道
寵
伝
を
中
心
と
す
る
一
小
見
ｌ
『
大
倉
山
論
集
』
第
十
四
輯
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
昭
和
五

５

『
西
域
中
華
海
東
仏
祖
源
流
』
僧
茗
索
引
稿
－
釦
惣
鮮
〃
吟
叙
僧
石
集
成
Ⅳ
Ｉ
『
東
洋
学
研
究
」
第
十
四
号
東
洋
大
筆
東
洋
学
研
究
所
昭
一

菩
提
達
磨
と
そ
の
周
辺
二
）
Ｉ
道
育
と
僧
副
に
つ
い
て
Ｉ
『
東
洋
学
研
究
』
第
十
二
号
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
昭
和
五
十
三
年

六
年
五
月

和
五
十
五
年
三
月

十
四
年
十
二
月

月 月



中
国
八
関
斎
会
初
探
「
宗
教
研
究
」
通
巻
第
二
五
○
号
日
本
宗
教
学
会
昭
和
五
十
七
年
二
月

道
士
張
賓
伝
考
「
東
洋
学
論
叢
』
（
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
）
第
三
十
五
集
東
洋
大
学
昭
和
五
十
七
年
三
月

朝
鮮
仏
教
の
諸
問
題
（
二
）
『
日
韓
仏
教
』
第
四
号
日
韓
仏
教
交
流
協
議
会
昭
和
五
十
八
年
二
月

敦
煙
文
献
に
み
ら
れ
る
八
関
斎
関
係
文
書
に
つ
い
て
『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
十
九
集
文
学
研
究
科
東
洋
大
学
大
学
院
昭
和

八
関
斎
会
初
探
（
二
）
『
宗
教
研
究
』
第
二
五
五
号
日
本
宗
教
学
会
昭
和
五
十
八
年
三
月

高
麗
仏
教
に
於
け
る
八
関
会
の
構
造
『
東
洋
学
研
究
』
第
十
七
号
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
昭
和
五
十
八
年
三
月

新
羅
護
国
思
想
の
構
造
『
日
韓
仏
教
学
術
大
会
報
』
日
韓
仏
教
交
流
協
議
会
昭
和
五
十
八
年
十
月

陸
修
静
撰
「
受
持
八
関
斎
文
」
に
つ
い
て
「
宗
教
研
究
』
第
二
五
九
号
日
本
宗
教
学
会
昭
和
五
十
九
年
三
月

韓
国
仏
教
に
於
け
る
護
国
思
想
の
構
造
『
日
韓
仏
教
』
第
六
号
日
韓
仏
教
交
流
協
議
会
昭
和
六
十
年
二
月

韓
国
仏
教
の
諸
問
題
（
三
）
ｌ
西
天
求
法
ｌ
『
日
韓
仏
教
』
第
七
号
日
韓
仏
教
交
流
協
議
会
昭
和
六
十
年
八
月

心
学
と
旅
信
仰
ｌ
一
般
者
か
ら
個
者
へ
の
道
・
伊
勢
詣
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
『
昭
和
五
十
九
年
度
特
別
研
究
報
告
書
」
東
洋
大
学
昭
和

隻
履
考
ｌ
市
井
に
生
き
る
聖
者
の
燈
－
（
一
之
上
）
『
東
洋
文
化
』
復
刊
第
五
十
六
号
無
窮
会
昭
和
六
十
一
年
三
月

中
国
八
関
斎
会
初
探
（
一
一
一
）
。
示
教
研
究
』
第
一
一
六
七
号
日
本
宗
教
学
会
昭
和
六
十
一
年
三
月

釈
宝
唱
伝
の
基
礎
的
研
究
『
大
倉
山
論
集
』
第
十
九
輯
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
昭
和
六
十
一
年
三
月

南
朝
三
僧
伝
の
研
究
（
一
）
『
東
洋
学
研
究
』
第
二
十
号
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
昭
和
六
十
一
年
三
月

中
国
南
北
朝
期
に
於
け
る
八
関
斎
会
に
つ
い
て
「
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
二
十
二
集
文
学
研
究
科
東
洋
大
学
大
学
院
昭
和
六

五
十
八
年
二
月

六
十
年
十
月

６



隻
履
考
Ｉ
市
井
に
生
き
る
聖
者
の
燈
Ｉ
（
｜
之
中
）
「
東
洋
文
化
』
復
刊
第
五
十
八
号
無
窮
会
昭
和
六
十
二
年
三
月

明
治
初
期
臨
済
宗
に
於
け
る
国
民
道
徳
論
「
特
別
研
究
報
告
書
昭
和
六
十
一
年
度
自
由
課
題
』
東
洋
大
学
昭
和
六
十
二
年
九
月

初
期
日
韓
仏
教
の
姿
と
中
国
「
日
韓
仏
教
』
第
八
号
日
韓
仏
教
交
流
協
議
会
昭
和
六
十
二
年
十
二
月

中
国
に
於
け
る
先
祖
供
養
ｌ
仏
教
儀
礼
の
発
現
と
展
開
ｌ
『
真
理
と
創
造
』
二
十
七
・
二
十
八
合
併
号
中
央
学
術
研
究
所
昭
和
六

『
太
上
洞
玄
霊
宝
二
部
伝
授
儀
』
中
の
九
戒
に
つ
い
て
『
大
倉
山
論
集
』
第
二
十
三
輯
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
昭
和
六
十
三
年
三
月

中
国
仏
教
に
於
け
る
菩
薩
僧
「
金
岡
秀
友
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
大
乗
菩
薩
の
世
界
』
佼
成
出
版
社
昭
和
六
十
三
年
七
月

廃
仏
の
波
と
仏
教
の
再
建
Ｉ
雲
照
の
場
合
ｌ
『
昭
和
六
十
二
年
度
特
別
研
究
報
告
書
」
東
洋
大
学
昭
和
六
十
三
年
十
一
月

安
藤
昌
益
の
諸
国
観
『
昭
和
六
十
三
年
度
特
別
研
究
報
告
書
』
東
洋
大
学
平
成
元
年
十
月

隻
履
考
ｌ
市
井
に
生
き
る
聖
者
の
燈
’
二
之
下
）
『
東
洋
文
化
』
復
刊
第
六
十
三
号
無
窮
会
平
成
元
年
十
月

『
六
祖
壇
経
』
と
道
忠
禅
師
解
『
大
倉
山
論
集
』
第
二
十
七
輯
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
平
成
二
年
三
月

三
教
合
一
の
立
場
ｌ
「
川
合
清
丸
研
究
」
序
論
Ｉ
『
平
成
元
年
度
特
別
研
究
報
告
書
』
東
洋
大
学
平
成
二
年
十
月

明
治
維
新
に
於
け
る
仏
教
ｌ
雲
照
と
供
川
Ｉ
『
大
倉
山
論
集
』
第
二
十
八
輯
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
平
成
二
年
十
二
月

婆
子
考
『
東
洋
学
論
叢
」
（
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
）
第
四
十
四
集
東
洋
大
学
平
成
三
年
三
月

真
如
親
王
に
見
る
光
と
影
『
一
九
九
○
年
度
特
別
研
究
報
告
書
」
東
洋
大
学
平
成
三
年
十
月

心
学
思
想
と
実
学
ｌ
そ
の
成
立
の
意
義
と
影
響
（
そ
の
一
試
論
）
ｌ
『
昭
和
六
十
年
度
特
別
研
究
報
告
書
」
東
洋
大
学
昭
和
六
十
一

年
十
月

十
一
年
三
月

十
二
年
十
二
月

７



維
摩
信
仰
の
形
成
『
塩
人
良
道
先
生
追
悼
論
文
集
天
台
思
想
と
東
ア
ジ
ア
文
化
の
研
究
』
山
喜
房
仏
書
林
平
成
三
年
十
二
月

僧
法
尼
と
調
出
経
典
群
ｌ
南
朝
偽
経
成
立
の
一
断
面
Ｉ
『
東
洋
学
研
究
」
第
二
十
七
号
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
平
成
四
年
三
月

仏
教
の
社
会
的
関
わ
り
ｌ
五
戒
八
斎
戒
の
現
代
的
意
義
ｌ
『
真
理
と
創
造
』
三
十
三
号
中
央
学
術
研
究
所
平
成
四
年
十
二
月

道
安
と
羅
漢
『
西
村
恵
信
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
』
花
園
大
学
平
成
五
年
三
月

安
藤
昌
益
の
諸
国
観
（
｜
）
「
大
倉
山
論
集
』
第
三
十
四
輯
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
平
成
五
年
十
二
月

『
臨
済
録
』
に
見
る
「
真
正
の
見
解
」
と
そ
の
構
造
『
ア
ジ
ア
に
お
け
る
宗
教
と
文
化
」
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
平
成
六
年
三
月

真
如
親
王
渡
天
に
見
る
光
と
影
「
東
洋
学
論
叢
』
（
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
）
第
四
十
八
集
東
洋
大
学
平
成
七
年
三
月

朝
鮮
僧
に
見
る
求
法
と
国
外
伝
法
の
形
態
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
昭
和
五
十
年
五
月

日
本
的
禅
ｌ
「
日
本
人
の
精
神
生
活
と
禅
」
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
昭
和
五
十
年
十
月

魏
訳
摂
大
乗
論
と
摂
諺
塑
不
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
昭
和
五
十
一
年
一
月

摂
藝
廼
不
の
展
開
と
大
論
衆
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
昭
和
五
十
一
年
六
月

日
本
東
洋
学
の
伝
統
と
視
点
Ｉ
大
正
期
東
洋
学
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
昭
和
五
十
一
年
十
一
月

日
本
に
於
け
る
身
体
観
の
変
遷
Ｉ
身
体
と
は
何
か
ｌ
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
昭
和
五
十
四
年
十
二
月

朝
鮮
八
関
斎
会
考
日
本
宗
教
学
会
昭
和
五
十
五
年
十
月

古
代
日
本
に
於
け
る
国
家
観
形
成
と
仏
教
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
昭
和
五
十
六
年
六
月

中
国
八
関
斎
会
初
探
日
本
宗
教
学
会
昭
和
五
十
六
年
十
一
月

研
究
発
表
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中
国
八
関
斎
会
初
探
（
二
）
日
本
宗
教
学
会
昭
和
五
十
七
年
十
月

道
士
陸
修
静
撰
八
関
斎
受
持
文
に
つ
い
て
日
本
宗
教
学
会
昭
和
五
十
八
年
十
月

初
期
日
本
仏
教
に
於
け
る
聖
と
俗
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
昭
和
五
十
八
年
十
月

新
羅
護
国
思
想
の
構
造
日
韓
仏
教
交
流
協
議
会
ソ
ウ
ル
学
術
大
会
昭
和
五
十
八
年
十
月

古
代
朝
鮮
に
於
け
る
神
概
念
に
つ
い
て
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
昭
和
五
十
九
年
六
月

朝
鮮
仏
教
に
於
け
る
聖
と
俗
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
昭
和
六
十
年
六
月

中
国
八
関
斎
会
初
探
ｌ
南
北
朝
資
料
に
つ
い
て
ｌ
日
本
宗
教
学
会
昭
和
六
十
年
九
月

儒
教
と
仏
教
中
央
学
術
研
究
所
昭
和
六
十
二
年
四
～
九
月

鈴
木
正
三
の
基
本
的
立
場
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
昭
和
六
十
二
年
七
月

維
摩
信
仰
の
一
視
点
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
平
成
元
年
二
月

白
隠
と
公
案
体
系
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
平
成
元
年
五
月

黄
檗
来
日
ｌ
無
著
道
忠
『
黄
檗
外
記
』
を
中
心
と
し
て
ｌ
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
平
成
二
年
六
月

婆
子
考
日
本
仏
教
学
会
平
成
二
年
十
月

梁
代
偽
経
の
世
界
Ｉ
法
僧
尼
経
典
調
出
事
件
ｌ
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
平
成
三
年
二
月

羅
漢
信
仰
の
一
断
面
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
平
成
三
年
七
月

鈴
木
正
三
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
平
成
四
年
二
月

初
期
中
国
仏
教
と
羅
漢
信
仰
日
本
宗
教
学
会
平
成
四
年
九
月

鈴
木
正
三
と
因
果
物
語
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
平
成
五
年
一
月
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「
羅
漢
広
験
記
』
と
羅
漢
仏
教
思
想
学
会
平
成
五
年
六
月

道
歌
研
究
の
現
状
と
展
望
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
平
成
五
年
十
一
月

そ
の
他

中
国
の
諸
宗
教
年
表
『
ア
ジ
ア
仏
教
史
・
中
国
篇
Ⅲ
』
佼
成
出
版
社
昭
和
四
十
九
年
一
月

研
究
ノ
ー
ト
『
倫
社
・
政
経
月
報
』
山
川
出
版
社
昭
和
四
十
九
年
十
月

中
国
仏
教
史
・
朝
鮮
仏
教
史
『
月
刊
百
科
ア
ル
フ
ァ
』
ア
ル
フ
ァ
研
究
所
昭
和
四
十
九
年
十
一
月

中
国
上
代
仏
教
史
年
表
『
ア
ジ
ア
仏
教
史
・
中
国
篇
Ｉ
』
佼
成
出
版
社
昭
和
五
十
年
五
月

東
ア
ジ
ア
宗
教
史
年
表
『
ア
ジ
ア
仏
敦
史
・
中
国
篇
Ｖ
』
佼
成
出
版
社
昭
和
五
十
年
十
二
月

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
宗
教
史
年
表
『
ア
ジ
ア
仏
教
史
・
中
国
篇
Ⅳ
』
佼
成
出
版
社
昭
和
五
十
一
年
三
月

中
国
後
期
仏
教
史
年
表
『
ア
ジ
ア
仏
敦
史
・
中
国
篇
Ⅱ
』
佼
成
出
版
社
昭
和
五
十
一
年
六
月

仏
教
儀
礼
あ
れ
こ
れ
『
月
刊
し
や
か
む
に
』
｜
～
六
昭
和
五
十
一
年
六
月
～
昭
和
五
十
二
年
三
月

仏
教
者
に
と
っ
て
平
和
と
は
何
か
「
じ
べ
た
』
山
梨
県
宗
教
者
会
議
刊
昭
和
五
十
一
年
十
一
月

一
行
禅
師
の
師
承
を
め
ぐ
っ
て
（
一
）
『
月
刊
密
教
講
座
』
第
一
巻
第
九
号
平
河
出
版
社
昭
和
五
十
一
年
十
二
月

仏
教
概
論
八
中
国
Ｖ
『
月
刊
密
教
講
座
」
第
一
巻
第
十
号
平
河
出
版
社
昭
和
五
十
二
年
三
月

一
行
禅
師
の
師
承
を
め
ぐ
っ
て
（
二
）
『
月
刊
密
教
講
座
』
第
一
巻
第
十
号
平
河
出
版
社
昭
和
五
十
二
年
三
月

仏
教
概
論
八
中
国
Ｖ
『
月
刊
密
教
講
座
」
第
一
巻
第
十
一
号
平
河
出
版
社
昭
和
五
十
二
年
六
月

一
行
禅
師
の
師
承
を
め
ぐ
っ
て
（
三
）
『
月
刊
密
教
講
座
』
第
一
巻
第
十
一
号
平
河
出
版
社
昭
和
五
十
二
年
六
月
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仏
教
概
論
ハ
中
国
Ｖ
『
月
刊
密
教
講
座
」
第
一
巻
第
十
二
号
平
河
出
版
社
昭
和
五
十
二
年
九
月

一
行
禅
師
の
師
承
を
め
ぐ
っ
て
（
四
）
『
月
刊
密
教
講
座
」
第
一
巻
第
十
二
号
平
河
出
版
社
昭
和
五
十
二
年
九
月

高
麗
版
初
彫
年
代
に
つ
い
て
『
チ
ャ
ン
ダ
ナ
』
第
五
号
中
央
学
術
研
究
所
昭
和
五
十
七
年
一
月

中
国
神
異
僧
諏
（
｜
）
１
杯
度
和
尚
伝
資
料
調
書
Ｉ
『
東
洋
』
第
二
十
巻
第
一
一
・
三
号
東
洋
大
学
通
信
教
育
部
昭
和
五
十
八
年
三
月

中
国
神
異
僧
諏
（
二
）
１
杯
度
和
尚
伝
資
料
調
書
Ｉ
「
東
洋
』
第
二
十
巻
第
五
号
東
洋
大
学
通
信
教
育
部
昭
和
五
十
八
年
五
月

如
是
我
聞
に
つ
い
て
『
チ
ャ
ン
ダ
ナ
』
第
十
三
号
中
央
学
術
研
究
所
昭
和
五
十
八
年
六
月

弘
法
大
師
空
海
の
総
て
『
歴
史
読
本
』
昭
和
五
十
九
年
五
月
号
新
人
物
往
来
社
昭
和
五
十
九
年
五
月

日
本
仏
教
主
要
寺
院
一
覧
・
日
本
仏
教
宗
派
総
覧
『
日
本
史
総
覧
』
第
三
巻
新
人
物
性
来
社
昭
和
五
十
九
年
六
月

臨
済
宗
の
名
著
・
名
品
『
仏
教
経
典
の
世
界
総
解
説
』
自
由
国
民
社
昭
和
六
十
年
六
月

「
遺
愛
寺
」
「
海
印
寺
」
「
薬
師
寺
」
な
ど
四
十
六
項
目
『
日
本
百
科
全
書
』
講
談
社
昭
和
六
十
三
年
五
月

「
化
地
部
」
「
天
竜
寺
」
な
ど
八
十
七
項
目
「
仏
教
大
事
典
』
小
学
館
昭
和
六
十
三
年
五
月

諏
訪
義
純
著
『
中
国
南
北
朝
仏
教
思
想
研
究
』
（
書
評
）
『
中
外
日
報
』
中
外
日
報
社
昭
和
六
十
三
年
六
月

出
家
と
在
家
ｌ
中
国
初
期
大
乗
仏
教
教
団
の
悩
み
ｌ
『
チ
ャ
ン
ダ
ナ
』
一
二
○
号
中
央
学
術
研
究
所
昭
和
六
三
年
十
二
月

真
如
法
親
王
ｌ
入
竺
求
法
へ
の
道
程
Ｉ
『
歴
史
読
本
』
平
成
元
年
四
月
号
新
人
物
性
来
社
平
成
元
年
四
月

飛
鳥
年
表
（
共
編
）
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
編
『
飛
鳥
文
化
』
国
書
刊
行
会
平
成
元
年
二
月

図
書
館
は
誘
う
「
コ
ス
モ
ス
』
八
十
五
号
東
洋
大
学
図
書
館
平
成
元
年
二
月

古
代
朝
鮮
と
日
本
仏
教
『
本
願
寺
』
平
成
元
年
春
季
号
西
本
願
寺
教
化
研
究
所
平
成
元
年
五
月

「
大
蔵
経
」
な
ど
五
項
目
『
仏
教
文
化
事
典
』
佼
成
出
版
社
平
成
元
年
十
月

11



「
祖
師
禅
」
な
ど
十
六
項
目
『
岩
波
仏
教
辞
典
』
岩
波
書
店
平
成
元
年
十
二
月

高
僧
伝
物
語
（
一
）
上
局
僧
伝
と
そ
の
周
辺
ｌ
『
禅
文
化
』
一
三
六
号
禅
文
化
研
究
所
平
成
二
年
四
月

高
僧
伝
物
語
（
二
）
『
禅
文
化
』
一
三
七
号
禅
文
化
研
究
所
平
成
二
年
七
月

高
僧
伝
物
語
（
三
）
ｌ
訳
経
と
中
国
仏
教
の
始
ま
り
Ｉ
『
禅
文
化
』
一
三
八
号
禅
文
化
研
究
所
平
成
二
年
十
月

仏
教
の
先
祖
供
養
ｌ
中
国
的
発
現
ｌ
「
大
倉
山
講
演
集
』
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
平
成
三
年
三
月

羅
漢
信
仰
『
仏
教
の
開
放
と
真
理
』
宝
泉
本
願
寺
平
成
三
年
七
月

雪
の
国
か
ら
の
亡
命
（
書
評
）
『
日
本
文
化
会
議
』
平
成
三
年
七
月
号
文
芸
春
秋
社
平
成
三
年
七
月

高
僧
伝
物
語
（
四
）
Ｉ
訳
経
者
達
ｌ
『
禅
文
化
』
一
四
二
号
禅
文
化
研
究
所
平
成
三
年
十
月

コ
シ
ャ
ー
ル
」
を
読
む
（
書
評
）
『
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
』
平
凡
社
平
成
三
年

一
体
骸
骨
『
大
倉
山
月
例
講
話
集
』
第
三
輯
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
平
成
四
年
十
月

蓮
如
上
人
と
一
体
禅
師
『
親
驚
上
人
に
学
ぶ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
』
第
三
十
二
号
里
泉
本
願
寺
平
成
四
年
十
月

報
恩
の
時
『
親
驚
上
人
報
恩
講
』
真
宗
教
化
法
Ⅲ
汀
会
平
成
五
年
九
月
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研
究
室
報
告

Ⅲ
本
年
度
は
、
専
任
教
員
に
渡
辺
章
悟
助
教
授
を
迎
え
た
。
平
成
元

年
よ
り
「
宗
教
学
概
論
」
を
非
常
勤
講
師
と
し
て
担
当
さ
れ
て
き
た
。

本
年
度
は
「
宗
教
学
」
、
「
イ
ン
ド
哲
学
演
習
」
、
「
仏
教
学
演
習
」
を

担
当
さ
れ
た
。

②
平
成
七
年
七
月
三
十
一
日
、
里
道
徳
雄
教
授
が
、
心
筋
梗
塞
の
た

め
急
逝
さ
れ
た
。
有
縁
の
導
師
を
い
た
だ
き
八
月
二
日
、
御
葬
儀
が

執
り
行
わ
れ
た
。
亨
年
五
十
八
歳
。
明
徳
院
千
里
通
眼
居
士
と
称
さ

れ
る
。
先
生
は
長
年
、
第
二
部
主
任
を
務
め
て
こ
ら
れ
、
平
成
七
年

四
月
よ
り
第
一
部
主
任
に
転
じ
、
平
成
八
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
る
新

教
育
課
程
の
実
施
に
ま
さ
に
取
り
組
ま
れ
よ
う
と
な
さ
る
矢
先
で
あ

っ
た
。
学
科
運
営
に
多
大
な
貢
献
を
な
さ
れ
た
先
生
の
御
意
志
を
継

ぎ
、
学
科
教
員
全
員
は
学
科
の
進
展
に
精
励
す
る
所
存
で
あ
る
。
な

お
、
里
道
ゼ
ミ
は
由
木
義
文
先
生
が
代
行
さ
れ
た
。

側
本
年
度
の
本
学
役
職
は
、
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。
森
章
司
教
授
が

評
議
員
を
継
続
さ
れ
た
。
大
学
院
文
学
研
究
科
委
員
長
は
、
田
村
晃

祐
教
授
が
本
年
度
も
担
当
さ
れ
た
。

川
平
成
七
年
五
月
七
日
、
本
年
度
も
新
入
生
歓
迎
球
技
大
会
（
「
ガ
ン

ジ
ス
の
大
氾
濫
」
）
を
ゼ
ミ
連
絡
会
議
の
活
躍
に
よ
り
盛
大
に
催
す

こ
と
が
で
き
た
。
例
年
の
ご
と
く
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
あ
っ
た

が
、
学
科
教
員
に
加
え
て
教
務
一
課
職
員
の
方
々
の
参
加
も
得
ら

菅
沼
晃

八
論
文
Ｖ

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
輪
廻
と
解
脱
観
」
『
大
法
輪
」
第
六
二
巻
四
号
（
ロ
ロ

圏
１
国
）
一
九
九
五
年
四
月
「
仏
教
を
め
ぐ
る
ア
ジ
ア
の
宗
教
・

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
」
「
大
法
輪
』
第
六
一
一
巻
一
○
号
（
ｇ
・
」
ｓ
ｌ
」
ヨ
）

一
九
九
五
年
一
○
月

＆
弓
亘
の
で
『
ご
ｇ
ｂ
－
の
ｏ
【
○
○
，
の
凶
⑪
｛
の
。
。
②
少
ｍ
Ｅ
Ｑ
二
三
⑪
言
ご
）
の
毛

｛
幻
の
一
一
四
○
口
ご
夢
の
房
的
の
。
『
Ｃ
：
己
⑫
（
の
ロ
８
〉
一
・
両
ｇ
○
鴎
＆

、
昏
口
目
つ
ぐ
○
一
・
一
Ｐ
ロ
ロ
．
①
’
一
Ｐ
ヱ
ニ
ニ
シ
ヱ
○
勺
の
、
、
の
司
○
巨
口
已
呉
一
○
目

平
成
七
年
度
業
績

れ
、
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

⑤
本
年
度
の
朝
霞
校
舎
で
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
教

育
補
助
員
）
は
、
大
学
院
後
期
課
程
の
塩
澤
靖
治
君
と
岩
井
昌
悟
君

が
担
当
し
た
。

㈹
演
習
ゼ
ミ
が
本
年
度
で
五
年
を
経
た
が
、
卒
論
提
出
者
が
１
部
で

六
十
一
名
、
Ⅱ
部
が
二
十
四
名
で
あ
っ
た
。

ｍ
本
年
度
の
優
秀
論
文
に
対
す
る
褒
賞
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。
田

村
芳
朗
奨
学
基
金
受
賞
者
－
青
木
知
恵
美
了
部
）
。
勧
学
奨
学
基
金

受
賞
者
ｌ
天
羽
香
奈
美
（
Ｉ
部
）
、
大
川
仁
美
（
Ⅱ
部
）
。
校
友
会
学

生
研
究
奨
励
基
金
受
賞
者
Ｉ
松
田
敦
之
（
Ｉ
部
）
、
加
藤
千
晶
（
Ⅱ

部
）
、
土
倉
宏
（
大
学
院
）
。
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」
⑪
＠
⑤
。
］
・

「
第
一
一
格
の
意
味
と
用
法
①
－
吻
苞
巨
冨
ミ
ロ
百
§
冒
員
｝
へ
回
日
討
§
己
‐

宮
『
自
首
訳
註
②
」
『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四
九
集
、
印
度
哲
学

科
編
「
東
洋
学
論
叢
」
第
二
一
号
ロ
ロ
・
』
さ
’
］
⑤
］

「
井
上
円
了
の
哲
学
と
宗
教
－
－
向
上
門
か
ら
向
下
門
へ
」
『
日
本
近
代

仏
教
史
研
究
』
一
九
九
六
年
三
月

「
六
波
羅
蜜
と
し
て
の
禅
定
」
『
大
法
輪
』
第
六
三
巻
三
号
、
一
九
九
六

年
三
月

八
講
演
・
講
座
な
ど
Ｖ

「
共
生
の
時
代
を
生
き
る
」
生
涯
学
習
「
円
会
」
一
九
九
五
年
五
月
一

三
日
春
日
部
市

「
共
生
の
心
と
世
界
平
和
」
山
口
県
美
称
市
教
育
委
員
会
九
月
五
日

美
祢
市

「
観
音
の
心
・
ヨ
ー
ガ
の
心
」
日
本
ヨ
ー
ガ
光
腿
会
全
国
大
会
一
○

月
一
日
京
都
府
宇
治

「
日
本
人
と
宗
教
」
新
座
市
教
育
委
員
会
新
座
市

「
観
世
音
菩
薩
の
話
－
観
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
」
生
涯
学
習
「
円

会
」
一
○
月
二
一
日
西
武
長
瀞
ホ
テ
ル
埼
玉
県

「
東
洋
の
智
懲
に
学
ぶ
－
心
身
一
如
の
身
体
観
」
東
京
日
産
販
売
東

京
新
宿

「
法
顕
の
イ
ン
ド
旅
行
」
日
本
仏
教
徒
懇
話
会
十
二
月
十
二
日
高

崎
市

「
日
本
人
の
宗
教
観
」
雨
水
会
城
北
支
部
一
九
九
六
年
一
月
二
十
一

田
村
晃
祐

八
論
文
Ｖ

「
大
乗
戒
思
想
の
展
開
」
（
シ
リ
ー
ズ
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
四
『
日
本
仏
教

諭
」
所
収
）
一
九
九
五
年
九
月
二
○
日
四
二
’
八
二
頁
春
秋
社

。
再
録
）
最
澄
・
徳
一
論
争
の
発
端
」
（
密
教
大
系
第
六
巻
『
日
本
密
教

Ⅲ
」
所
収
）
’
九
九
五
年
一
一
一
月
一
一
一
十
日
法
蔵
館
二
六
七
’
二
八

○
頁

八
そ
の
他
Ｖ

「
伝
教
大
師
の
思
想
と
日
本
仏
教
（
下
）
」
『
大
法
論
』
四
月
号
三
六
’

四
三
頁

八
講
演
等
Ｖ

井
上
円
了
先
生
に
つ
い
て
四
月
十
一
日
附
属
牛
久
高
校

八
宗
綱
要
講
読
財
団
法
人
聖
徳
太
子
奉
讃
会
年
五
回

聖
徳
太
子
か
ら
親
驚
へ
五
月
二
十
七
日
築
地
本
願
寺
仏
教
文
化
講

座

自
由
自
在
に
生
き
る
十
一
月
十
一
、
東
洋
大
学
市
民
大
学
講
座

（
川
越
）

仏
教
者
の
生
き
方
十
一
月
二
十
八
日
国
士
館
大
学
倫
理
学
研
究
室

そ
の
他

日
東
洋
大
学

「
仏
教
の
歴
史
と
文
化
Ｉ
イ
ン
ド
」

九
五
年
十
月
～
一
九
九
六
年
三
月

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
一
九

横
浜
市
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清
水
乞

八
論
文
Ｖ

「
の
目
、
］
白
目
『
Ｂ
ｇ
所
説
の
観
想
図
像
（
『
篇
目
ご
四
目
）
」

『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四
八
集
平
成
七
年
一
一
一
月
日
・
］
患
１

－
，
画
。

森
章
司

八
論
文
Ｖ

「
僧
伽
運
営
の
理
念
」
「
仏
教
学
」
第
三
七
号
平
成
八
年
三
月

「
破
僧
考
」
「
大
倉
山
論
集
」
第
三
八
輯
平
成
八
年
三
月
一
’
三
九

頁

「
近
世
に
お
け
る
真
宗
教
団
Ⅱ
異
安
心
と
妙
好
人
」
『
近
世
に
お
け
る
日

本
人
の
精
神
生
活
』
続
群
書
類
従
完
成
会
刊
所
収
平
成
八
年
三
月

「
律
蔵
に
お
け
る
破
僧
と
部
派
分
裂
」
『
宗
教
研
究
』
三
○
七
号
平
成

「
縁
起
と
縁
起
説
（
下
こ
『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
四
九
集
平
成

八
年
三
月
弓
・
］
②
１
９

八
研
究
発
表
Ｖ

「
僧
伽
運
営
の
理
念
Ⅱ
滅
隷
法
を
め
ぐ
っ
て
」
仏
教
思
想
学
会
第
十
一

回
学
術
大
会
平
成
七
年
七
月
一
日
於
大
正
大
学

「
律
蔵
に
お
け
る
破
僧
と
部
派
分
裂
」
日
本
宗
教
学
会
第
五
四
回
学
術

大
会
平
成
七
年
十
一
月
十
一
日
於
沖
縄
国
際
大
学

八
そ
の
他
Ｖ

八
年
三
月

「
阿
含
経
典
」
『
大
法
論
」
六
二
’
五
大
法
輪
閣
平
成
七
年
五
月

社
会
活
動

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
研
究
部
長
、
中
央
学
術
研
究
所
識
師

笠
井
貞

（
平
成
七
年
一
月
よ
り
十
二
月
ま
で
の
業
綱
）

八
論
文
Ｖ

「
三
四
恩
『
盲
目
目
□
の
ロ
ヨ
ｏ
８
Ｃ
ロ
ヨ
の
『
２
－
コ
ー
ン
印
目
身
曰
［
二
の

○
○
日
目
『
■
こ
ぐ
。
で
三
一
・
８
℃
ご
Ｉ
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
三

巻
第
二
号
平
成
七
年
三
月

「
道
元
禅
師
と
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
“
心
“
に
つ
い
て
」
『
宗
学
研

究
』
第
三
七
号
駒
沢
大
学
宗
学
研
究
所
平
成
七
年
三
月

「
龍
樹
と
ア
ン
セ
ル
ム
ス
の
真
理
論
Ｉ
比
較
哲
学
研
究
ｌ
」
『
東
洋
大
学

文
学
部
紀
要
』
第
四
八
集
平
成
七
年
三
月
六
六
’
八
一
頁

橋
本
泰
元

八
論
文
Ｖ

「
カ
ビ
ー
ル
の
ド
ー
ハ
１
（
二
行
詩
）
ｌ
そ
の
歴
史
と
教
説
」
「
東
洋
大

学
文
学
部
紀
要
』
第
四
九
集
平
成
八
年
三
月
百
℃
。
②
「
１
ｓ
』

Ａ
研
究
発
表
Ｖ

「
チ
ャ
ル
ャ
ー
・
ギ
ー
テ
ィ
（
「
行
の
讃
歌
」
）
の
思
想
に
つ
い
て
」
真

言
宗
豊
山
派
宗
学
研
究
所
研
究
例
会
平
成
七
年
一
○
月
二
七
日

八
そ
の
他
ｖ
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渡
辺
章
悟

（
平
成
七
年
一
月
よ
り
十
二
月
ま
で
の
業
緬
）

八
著
書
Ｖ

『
大
般
若
と
理
趣
分
の
す
べ
て
』
単
著
平
成
七
年
四
月
一
日
溪
水

社
Ａ
５
五
八
七
頁

八
そ
の
他
Ｖ

「
舎
利
礼
文
」
川
『
曹
洞
禅
グ
ラ
フ
』
一
九
九
五
年
冬
号
平
成
七
年
一

月
一
日

「
舎
利
礼
文
」
②
「
曹
洞
禅
グ
ラ
フ
』
一
九
九
五
年
春
号
平
成
七
年
三

月
一
日

「
大
悲
心
陀
羅
尼
」
Ⅲ
『
曹
洞
禅
グ
ラ
フ
』
一
九
九
五
年
夏
号
平
成
七

年
六
月
一
日

「
大
悲
心
陀
羅
尼
」
②
『
曹
洞
禅
グ
ラ
フ
」
一
九
九
五
年
秋
号
平
成
七

年
九
月
一
日

八
研
究
発
表
Ｖ

「
般
若
に
つ
い
て
」
東
洋
学
研
究
所
研
究
例
会
平
成
七
年
五
月
十
三

日
於
東
洋
大
学

八
調
査
活
動
Ｖ

’
九
九
五
年
八
月
二
七
日
～
九
月
九
日
イ
ン
ド
・
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
の

「
ナ
ー
ナ
ク
ー
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
・
イ
ス
ラ
ム
教
の
統
合
者
」
『
人
物
世
界

史
４
東
洋
編
』
山
川
出
版
社
一
九
九
五
年
七
月
二
六
’
二
九

頁

渡
辺
章
悟

イ
ン
ド
哲
学
演
習
１
朝
霞

川
テ
ー
マ
「
有
の
哲
学
と
無
の
哲
学
」

②
メ
ン
バ
ー
越
後
克
実
（
幹
事
）
他
二
年
生
六
名
（
内
一
名
長

欠
）
、
三
年
生
一
名
、
聴
講
者
一
一
年
生
一
一
名
、
一
一
一
年
生
一
名

側
活
動
報
告

こ
の
ゼ
ミ
の
目
的
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
読
解
力
の
向
上
を
第
一

の
目
的
と
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
で
き
る
だ
け
多
く
の
文
献
を
読

ん
で
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
た
だ
し
、

イ
ン
ド
哲
学
演
習
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
イ
ン
ド
の
伝
統
的
哲
学

文
献
の
中
で
も
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
『
チ
ャ
ー
ン
ド
ー
グ
ャ
・
ウ
パ
ニ

シ
ャ
ッ
ド
』
を
選
び
、
こ
れ
に
よ
っ
て
古
代
イ
ン
ド
の
哲
学
的
文
献
の

一
端
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
を
第
二
の
目
的
と
し
た
。

ゼ
ミ
と
は
い
っ
て
も
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
講
読
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
限
り
で
は
う
ま
く
機
能
し
て
い
た
。
ゼ
ミ
の
進
め
方
と
し
て
は
、

参
一
加
者
の
読
解
力
の
向
上
と
い
う
実
践
的
意
味
を
持
た
せ
、
予
め
発
表

者
を
決
め
て
お
い
て
、
そ
の
担
当
者
が
毎
回
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
、
解

読
・
発
表
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
実
際
に
イ
ン
ド
哲
学
の
文
献
を

平
成
七
年
度
ゼ
ミ
活
動
報
告

イ
ン
ド
国
立
古
文
書
館
に
て
ギ
ル
ギ
ッ
ト
出
土
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

仏
典
の
写
本
を
調
査
。
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清
水
乞

イ
ン
ド
哲
学
演
習
２
朝
霞

川
テ
ー
マ
「
芸
術
と
イ
マ
ジ
ネ
イ
シ
ョ
ン
」

②
メ
ン
バ
ー
大
島
明
子
（
幹
事
）
他
一
八
名

③
活
動
報
告

二
年
生
を
対
象
と
す
る
基
礎
演
習
で
あ
る
関
係
上
、
内
容
の
理
解

よ
り
も
、
資
料
の
種
類
、
性
質
な
ど
資
料
の
客
観
的
批
判
の
訓
練
に

重
点
を
置
く
こ
と
に
し
た
。
テ
キ
ス
ト
は
写
本
と
刊
本
二
極
を
用
意

し
て
、
こ
の
三
者
の
相
述
を
指
摘
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
こ
の
結
果
、

刊
木
の
間
に
も
異
同
が
あ
り
、
更
に
写
本
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ

り
、
い
ず
れ
の
テ
キ
ス
ト
の
読
み
を
採
用
す
る
べ
き
で
あ
る
か
、
と

い
っ
た
テ
キ
ス
ト
に
対
す
る
批
判
的
態
度
、
扱
い
方
は
身
に
つ
い
た

読
む
機
会
は
あ
ま
り
な
い
の
で
、
そ
の
意
味
で
も
有
益
だ
っ
た
と
思

う
。
そ
れ
ぞ
れ
Ｔ
Ａ
の
協
力
も
得
て
、
実
に
熱
心
に
勉
強
し
て
い
た
。

ま
た
参
加
者
が
少
数
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
結
果
的
に
何
度
も
発
表

す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
、
か
え
っ
て
そ
れ
が
幸
い
し
た
。
学
年
末
に

は
全
員
か
な
り
力
が
つ
い
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
後
期
の
後
半
に
は

『
サ
ル
ヴ
ァ
ダ
ル
シ
ャ
ナ
・
サ
ン
グ
ラ
ハ
」
を
読
ん
だ
が
、
こ
れ
は
か
な

り
難
解
で
あ
り
、
テ
ク
ス
ト
選
び
に
問
題
を
残
し
た
。

な
お
、
夏
休
み
に
は
白
山
の
ゼ
ミ
と
合
同
で
豊
岡
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

で
の
合
宿
（
二
泊
三
日
）
を
行
な
っ
た
。
授
業
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、

欠
席
者
も
ほ
と
ん
ど
な
く
盛
会
で
あ
っ
た
。

清
水
乞

イ
ン
ド
哲
学
演
習
１
白
山
１
．
Ⅱ
部

Ⅲ
テ
ー
マ
「
イ
ン
ド
美
学
と
芸
術
」

②
メ
ン
バ
１
１
部
幹
事
鈴
木
健
一
（
三
年
）
、
一
一
一
年
生
九
名
（
内

一
名
長
欠
）
、
四
年
生
九
名
（
内
一
名
長
欠
）
。
Ⅱ
部
幹
事
田
中
茂

樹
（
一
一
一
年
）
、
二
年
生
九
名
（
内
一
名
長
欠
）
、
三
年
生
八
名
（
内
一

名
長
欠
）
、
四
年
生
七
名
（
内
二
名
長
欠
）
。

③
活
動
報
告

本
ゼ
ミ
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
テ
キ
ス
ト
を
資
料
と
し
て
、
参
加

メ
ン
バ
ー
各
自
が
課
題
と
し
て
い
る
芸
術
分
野
の
主
題
を
解
明
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
現
実
は
目
標
と
は
ほ
ど
遠
い
。
演
劇
、

文
学
、
音
楽
、
図
像
、
絵
画
技
法
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
は
あ
る
が
、
テ

キ
ス
ト
の
選
定
、
解
読
に
難
渋
し
て
、
自
主
的
な
研
究
が
進
ん
で
い

な
い
。
こ
の
点
が
、
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
反
省
点
で
あ
る
。

自
主
的
な
研
究
が
進
ま
な
い
故
、
日
常
的
に
は
、
イ
ン
ド
美
学
の

基
礎
概
念
で
あ
る
「
ラ
サ
」
を
共
通
課
題
と
し
て
、
「
サ
ー
ヒ
テ
ィ

ャ
・
ダ
ル
パ
ナ
』
の
「
ラ
サ
」
の
部
分
を
輪
読
し
た
。
輪
読
に
入
る

前
に
、
清
水
が
「
ラ
サ
」
に
つ
い
て
概
説
し
、
予
備
知
識
を
提
供
し

と
思
う
。
テ
キ
ス
ト
の
内
容
理
解
に
関
し
て
は
、
Ｔ
Ａ
塩
沢
君
が
担

当
者
を
決
め
、
か
つ
予
習
に
際
し
て
助
言
し
、
毎
時
間
レ
ジ
メ
を
提

出
し
た
上
で
担
当
者
の
和
訳
を
発
表
し
た
。
学
生
猪
君
も
熱
心
で
あ

っ
た
が
、
Ｔ
Ａ
の
存
在
は
大
き
か
っ
た
。
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菅
沼
晃

イ
ン
ド
哲
学
演
習
２
白
山
Ｉ
部

Ⅲ
テ
ー
マ
「
イ
ン
ド
思
想
の
人
間
観
」

②
メ
ン
バ
ー
松
田
敦
之
（
幹
事
）
、
武
田
賢
司
（
記
録
係
）
。
四
年

生
九
名
、
特
別
参
加
大
学
院
生
十
一
名

③
活
動
報
告

本
ゼ
ミ
は
二
つ
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
Ｈ
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法

を
イ
ン
ド
の
伝
統
的
な
方
法
で
学
び
直
す
こ
と
、
口
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
（
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
を
含
む
）
原
典
を
用
い
て
イ
ン
ド
の
哲
学
。
宗

教
に
お
い
て
人
間
が
ど
う
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

第
一
の
課
題
に
つ
い
て
は
『
・
【
・
思
日
月
冨
目
日
シ
一
百
『
・
』
粋
，

国
凰
馬
旨
②
§
島
ミ
ヨ
目
爵
』
§
・
苫
・
で
山
一
胸
冨
［
・
］
①
、
ｍ
を
用
い
て

第
七
章
ま
で
を
読
み
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
法
と
態
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
第
二
の
テ
ー
マ
に
つ
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ

た
。十
一
月
以
後
は
四
年
生
に
よ
る
卒
論
発
表
を
行
な
い
、
論
文
制
作

上
の
注
意
を
兼
ね
て
、
形
式
上
の
批
判
を
し
た
。
三
年
生
か
ら
の
質

問
歳
砒
判
を
期
待
し
た
が
、
必
ら
ず
し
も
、
活
発
と
は
い
え
な
か
っ

た
。恒
例
の
Ｉ
部
。
Ⅱ
部
合
同
の
勉
強
会
を
九
月
十
三
・
十
四
日
の
両

日
、
図
書
館
で
行
な
っ
た
。

森
章
司

イ
ン
ド
哲
学
演
習
３
白
山
第
１
部

川
テ
ー
マ
「
戒
律
研
究
」

が
興
味
を
も
つ
テ
ー
マ
に
従
っ
て
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
れ

ぞ
れ
に
自
主
参
加
の
大
学
院
生
に
入
っ
て
貰
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル

ー
プ
が
文
法
発
表
三
回
、
思
想
研
究
三
回
の
合
計
六
回
の
発
表
を
し

た
。

Ａ
班
仏
教
班
「
中
観
派
の
二
諦
説
」
「
中
観
荘
厳
論
に
お
け
る
二

諦
説
の
定
義
」
な
ど
。

Ｂ
班
「
イ
ン
ド
に
お
け
る
理
想
の
女
性
－
『
ナ
ラ
王
物
語
』
を
中
心

に
」
「
理
想
の
夫
・
理
想
の
妻
－
マ
ヌ
法
典
』
に
よ
る
」
な
ど
。

Ｃ
班
「
な
ぜ
浄
で
あ
る
べ
き
か
Ｉ
弓
ヌ
法
典
」
に
お
け
る
繭
罪
観

に
つ
い
て
」
「
浄
不
浄
の
定
義
に
つ
い
て
」
「
行
為
の
帰
結
（
輪

廻
）
」
な
ど
。

ゼ
ミ
合
宿
平
成
七
年
九
月
一
～
三
日
、
稲
取
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ゥ
ス
。

学
部
ゼ
ミ
、
大
学
院
、
イ
ン
ド
思
想
研
究
会
合
同
合
宿
。
ゼ
ミ
卒
業

生
も
加
わ
り
、
合
計
約
五
○
名
が
参
加
し
た
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文

法
の
学
習
、
ラ
ー
マ
ー
ャ
ナ
の
講
読
、
四
年
生
は
卒
論
の
中
間
発
表
、

大
学
院
生
は
テ
ー
マ
に
関
す
る
研
究
発
表
を
行
な
っ
た
。
一
年
生

（
研
究
会
会
員
）
か
ら
後
期
課
程
院
生
、
さ
ら
に
卒
業
生
が
参
加
す
る

合
同
合
宿
は
き
わ
め
て
意
義
が
あ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
こ
の
よ

う
な
機
会
を
更
に
多
く
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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側
メ
ン
バ
ー
森
光
良
（
前
期
ゼ
ミ
幹
事
、
四
年
）
、
徳
留
祐
輝
（
後

期
ゼ
ミ
幹
事
、
三
年
）
他
一
一
一
一
名

③
活
動
報
告
今
年
度
は
「
イ
ン
ド
法
と
仏
教
法
の
比
較
研
究
」
を

年
間
テ
ー
マ
と
し
て
設
定
し
、
こ
れ
を
個
人
的
に
研
究
し
て
教
室
で

発
表
、
質
疑
応
答
す
る
と
い
う
方
法
を
取
っ
た
。

四
月
中
は
森
が
仏
教
の
戒
律
と
イ
ン
ド
法
に
つ
い
て
概
説
。
五
月

は
、
新
図
書
館
の
利
用
実
習
と
、
三
年
生
を
中
心
に
イ
ン
ド
法
に
関

す
る
ま
と
め
の
発
表
、
お
よ
び
ヨ
ヌ
法
典
に
つ
い
て
」
（
中
村
Ⅱ
四

年
）
の
発
表
を
行
っ
た
。

六
月
か
ら
パ
ー
リ
の
日
（
】
日
。
寡
言
に
関
す
る
研
究
発
表
。
「
波

羅
夷
罪
と
現
代
日
本
法
の
比
較
」
（
遠
藤
）
、
「
不
定
法
の
研
究
」
（
三

好
）
、
「
僧
残
罪
と
四
波
羅
夷
法
」
（
中
村
Ⅱ
３
年
）
、
「
倫
蘭
遮
罪
に
つ

い
て
」
（
森
）
、
「
十
三
僧
残
法
の
四
分
律
・
五
分
律
の
比
較
」
（
山

田
）
、
「
金
銀
銭
ト
ラ
ブ
ル
で
生
じ
る
己
の
⑪
畠
、
一
百
日
・
一
三
百
法
」

（
徳
留
）
、
「
仏
教
の
刑
罰
思
想
」
（
西
村
）
、
「
仏
教
の
戒
律
思
想
ｌ
動

機
主
義
か
結
果
主
義
か
」
（
弓
削
田
）
な
ど
の
発
表
が
あ
っ
た
。

夏
休
み
中
に
は
、
九
月
十
五
日
・
十
六
・
十
七
日
の
三
日
間
の
予

定
で
、
伊
豆
稲
取
の
大
学
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
合
宿
に
入
っ
た

が
、
折
り
か
ら
の
戦
後
最
大
級
の
台
風
が
伊
豆
半
島
に
上
陸
す
る
と

い
う
の
で
、
十
六
日
の
午
前
中
に
四
年
生
の
中
間
発
表
を
大
急
ぎ
で

済
ま
せ
て
、
昼
食
を
し
て
切
り
上
げ
た
。
そ
こ
で
、
合
宿
中
に
こ
な

す
予
定
で
あ
っ
た
、
三
年
生
の
卒
論
を
視
野
に
い
れ
た
自
由
研
究
の

発
表
が
九
月
か
ら
の
後
期
の
通
常
時
間
に
食
い
込
む
結
果
と
な
っ

土
。
発
表
者
と
題
目
は
以
下
の
と
お
り
。

「
比
丘
波
羅
提
木
叉
に
見
る
仏
教
僧
伽
の
在
家
者
へ
の
態
度
」
（
三

好
）
、
「
戒
の
現
実
へ
の
適
用
と
悪
用
」
（
徳
留
）
、
「
唯
識
三
十
頌
に
お

け
る
三
性
説
」
（
吉
田
）
、
「
布
薩
に
お
け
る
波
羅
提
木
叉
の
諏
出
」

（
中
村
Ⅱ
３
年
）
、
「
戒
律
に
よ
る
比
丘
裁
判
と
処
分
法
」
（
遠
藤
）
、

「
倫
蘭
遮
に
つ
い
て
ｌ
第
二
波
羅
夷
罪
の
矛
盾
」
（
弓
削
田
）
、
「
大
乗

戒
に
見
る
出
家
僧
と
在
家
信
者
」
（
波
多
野
）
、
「
罪
の
告
発
と
懲
鯛
制

度
に
つ
い
て
」
（
小
栗
）
な
ど
。

ま
た
四
年
生
の
卒
論
報
告
を
再
度
行
っ
た
。
「
宗
教
と
死
生
観
」

（
西
村
）
、
「
ガ
ン
ジ
ー
と
国
民
会
議
派
の
不
可
触
民
解
放
政
策
」
（
山

田
）
、
コ
ヌ
法
典
に
つ
い
て
」
（
中
村
Ⅱ
四
年
）
、
「
女
性
学
か
ら
見
た

律
蔵
」
（
森
）
な
ど
で
あ
る
。

な
お
こ
の
間
、
「
マ
ヌ
法
典
」
の
索
引
を
作
る
作
業
を
行
っ
た
。
全

員
で
分
担
し
て
カ
ー
ド
を
採
り
終
り
、
今
年
度
の
「
森
ゼ
ミ
紀
要
」

に
掲
減
予
定
で
あ
る
。

次
年
度
計
画
「
戒
律
研
究
」
を
発
展
的
に
解
消
し
て
「
原
始
仏
教

研
究
」
と
改
め
る
。
従
来
は
「
律
蔵
」
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
が
、

こ
れ
に
「
経
蔵
」
「
論
蔵
」
を
加
え
、
よ
り
多
角
的
な
視
点
か
ら
仏
教

に
お
け
る
出
家
僧
侶
の
生
活
と
教
団
運
営
の
実
際
を
研
究
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

イ
ン
ド
哲
学
演
習
３
白
山
第
Ⅱ
部

Ⅲ
テ
ー
マ
「
戒
律
研
究
」

②
メ
ン
バ
ー
福
家
昌
浩
（
前
期
ゼ
ミ
幹
事
、
四
年
）
、
小
野
博
嗣
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（
後
期
ゼ
ミ
幹
事
、
三
年
）
他
一
三
名

③
活
動
報
告
今
年
度
は
ゼ
ミ
員
を
大
乗
戒
グ
ル
ー
プ
。
パ
ー
リ
律

グ
ル
ー
プ
・
マ
ヌ
法
典
グ
ル
ー
プ
・
現
代
法
グ
ル
ー
プ
の
四
グ
ル
ー

プ
に
分
け
、
前
期
テ
ー
マ
を
「
善
悪
の
基
準
」
、
後
期
テ
ー
マ
を
「
性

に
関
す
る
規
定
」
と
し
て
グ
ル
ー
プ
研
究
を
行
っ
た
。

四
月
・
五
月
は
森
が
「
戒
律
概
説
」
、
ま
た
新
図
書
館
の
利
用
実
習

を
行
っ
た
。

六
月
か
ら
研
究
発
表
。
「
宗
教
と
現
代
法
に
お
け
る
善
悪
の
接
点

に
つ
い
て
」
（
現
代
法
Ⅱ
発
表
担
当
者
Ⅱ
西
）
、
『
梵
網
経
』
に
お
け

る
善
悪
の
基
準
」
（
大
乗
戒
Ⅱ
発
表
担
当
者
Ⅱ
小
野
）
、
「
マ
ヌ
法
典
に

お
け
る
浄
・
不
浄
観
念
と
善
悪
の
基
準
」
（
マ
ヌ
法
典
Ⅱ
発
表
担
当

者
Ⅱ
海
瀬
）
、
コ
ー
リ
律
に
お
け
る
善
悪
の
基
準
」
（
パ
ー
リ
律
Ⅱ
発

表
担
当
者
Ⅱ
岡
田
）
、
「
比
丘
波
羅
提
木
叉
に
お
け
る
善
悪
の
基
準
」

（
パ
ー
リ
律
Ⅱ
発
表
担
当
者
Ⅱ
吉
田
）
、
『
梵
網
経
』
に
お
け
る
善
悪

の
基
準
の
方
向
性
に
つ
い
て
」
（
大
乗
戒
Ⅱ
発
表
担
当
者
Ⅱ
小
板

橋
）
、
「
食
事
に
関
す
る
タ
ブ
ー
と
善
悪
の
基
準
」
（
マ
ヌ
法
典
Ⅱ
発
表

担
当
者
Ⅱ
大
川
）

夏
休
み
中
に
は
、
九
月
十
五
・
十
六
・
十
七
日
の
三
日
間
の
予
定

で
、
伊
豆
稲
取
の
大
学
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
合
宿
に
入
っ
た
が
、

折
り
か
ら
の
戦
後
最
大
級
の
台
風
が
伊
豆
半
島
に
上
陸
す
る
と
い
う

の
で
、
十
六
日
の
午
前
中
に
四
年
生
の
卒
論
中
間
発
表
を
大
急
ぎ
で

済
ま
せ
て
、
昼
食
後
解
散
し
た
。
そ
こ
で
、
合
宿
中
に
こ
な
す
予
定

で
あ
っ
た
三
年
生
の
卒
論
を
視
野
に
い
れ
た
自
由
研
究
が
九
月
か
ら

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
哲
学
演
習
４
白
山
Ｉ
部

Ⅲ
テ
ー
マ
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
史
研
究
」

の
後
期
の
通
常
時
間
に
食
い
込
む
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
、
合
宿
参

加
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
懸
案
事
項
と
し
て
残
っ
た
。

卒
論
中
間
発
表
と
自
由
研
究
の
テ
ー
マ
・
発
表
者
は
以
下
の
と
お

り
。
「
日
本
仏
教
に
お
け
る
地
獄
観
」
（
藤
ヶ
崎
）
、
「
別
住
・
不
共
住

の
研
究
」
（
田
中
）
、
「
マ
ヌ
法
典
の
肉
食
に
つ
い
て
」
（
大
川
）
、
「
真

言
立
川
流
の
哲
学
」
（
小
野
）
、
「
日
本
の
近
代
化
と
宗
教
の
果
し
た
役

割
」
（
西
）
、
「
破
戒
・
破
僧
に
つ
い
て
」
（
福
家
）
、
「
現
代
に
お
け
る

阿
含
経
観
」
（
岡
田
）
、
「
日
本
に
お
け
る
戒
律
の
問
題
Ｉ
日
本
に
な

ぜ
戒
律
が
根
付
か
な
か
っ
た
か
」
（
岩
下
）
、
「
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
」

（
田
口
）
、
「
阿
闇
梨
と
和
尚
に
つ
い
て
」
（
金
子
）
、
「
極
微
に
つ
い
て
」

（
中
園
）
、
「
慰
山
慧
遠
の
道
」
（
小
板
橋
）
。

後
期
テ
ー
マ
で
あ
る
「
性
に
関
す
る
規
定
」
に
つ
い
て
は
、
「
尊
属

殺
人
と
堕
胎
に
つ
い
て
」
（
現
代
法
Ⅱ
発
表
担
当
者
Ⅱ
田
口
）
、
「
僧
伽

に
お
け
る
性
の
問
題
に
つ
い
て
」
（
パ
ー
リ
律
Ⅱ
発
表
担
当
者
Ⅱ
田

中
）
、
「
職
罪
に
つ
い
て
」
（
マ
ヌ
法
典
Ⅱ
発
表
担
当
者
Ⅱ
古
性
）
、
「
理

趣
経
に
見
る
性
の
観
念
」
（
大
乗
戒
Ⅱ
発
表
担
当
者
Ⅱ
岩
下
）
、
「
現
代

水
子
事
情
」
（
現
代
法
Ⅱ
発
表
担
当
者
Ⅱ
西
）
な
ど
の
発
表
が
あ
っ

た
。次
年
度
計
画
第
一
部
に
同
じ
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側
メ
ン
バ
ー
大
城
祐
子
（
三
年
、
幹
事
）
他
三
年
生
四
名
、
四
年

生
二
名

③
活
動
報
告

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
バ
ク
テ
ィ
（
信
愛
・
帰
依
）
の
宗
教
思
想

の
研
究
を
主
目
的
と
し
た
。
年
度
初
め
に
、
新
人
ゼ
ミ
生
に
対
し
て

担
当
者
が
、
ご
く
簡
単
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
史
に
お
け
る
バ
ク
テ

ィ
思
想
の
位
置
を
概
説
し
、
共
同
で
読
解
作
業
を
こ
れ
ま
で
続
け
て

き
た
『
バ
ー
ガ
ヴ
ァ
タ
・
プ
ラ
ー
ナ
」
（
「
ラ
ー
サ
の
五
章
」
）
の
内
容

を
概
説
し
た
。
こ
の
後
、
四
年
生
に
は
卒
論
を
目
標
に
し
た
自
主
的

研
究
の
成
果
を
、
毎
時
限
一
名
の
ペ
ー
ス
で
発
表
し
て
も
ら
い
、
担

当
者
が
コ
メ
ン
ト
を
加
え
、
参
考
文
献
等
の
提
示
も
行
っ
た
。
四
年

生
の
自
主
研
究
の
分
野
が
必
ず
し
も
バ
ク
テ
ィ
思
想
に
限
っ
た
も
の

で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
新
人
ゼ
ミ
生
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
史
に
対
す
る

知
識
が
広
範
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
ゼ
ミ
で
の
活
発

な
討
論
は
で
き
な
か
っ
た
。
前
期
末
頃
よ
り
、
四
年
生
の
卒
論
中
間

発
表
と
論
文
執
筆
の
指
導
を
中
心
に
授
業
を
進
め
て
い
っ
た
た
め
、

三
年
生
の
積
極
的
な
参
加
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
反
省
す
べ
き
点
で

あ
る
。

イ
ン
ド
哲
学
演
習
２
白
山
Ⅱ
部

Ⅲ
テ
ー
マ
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
史
研
究
」

②
メ
ン
バ
ー
遠
藤
和
呼
（
幹
事
、
三
年
）
他
二
年
生
一
五
名
、
三

年
生
九
名
、
四
年
生
六
名

③
活
動
報
告

里
道
徳
雄

仏
教
学
演
習
１
白
山
Ｉ
部

Ⅲ
テ
ー
マ
「
中
国
仏
教
研
究
」

②
メ
ン
バ
ー
笠
井
文
雄
（
幹
事
）
他
三
年
生
六
名
、
四
年
生
十
名

③
活
動
報
告

各
学
生
の
研
究
課
題
に
沿
っ
て
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
毎
週
担
当

者
が
発
表
し
、
そ
の
後
の
時
間
を
質
疑
応
答
及
び
、
補
促
説
明
に
あ

て
た
。
原
則
と
し
て
、
毎
月
第
四
週
目
の
授
業
時
に
、
そ
の
月
に
進

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
バ
ク
テ
ィ
（
信
愛
・
帰
依
）
の
宗
教
思
想

の
研
究
を
主
目
的
と
し
た
。
年
度
初
め
に
、
新
入
ゼ
ミ
生
に
対
し
て

担
当
者
が
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
史
に
お
け
る
バ
ク
テ
ィ
思
想
の
位

置
を
ご
く
簡
単
に
概
説
し
、
共
同
で
読
解
作
業
を
続
け
て
い
る
「
パ

ー
ガ
ヴ
ァ
タ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
（
「
ラ
ー
サ
の
五
章
」
）
の
内
容
を
概
説
し

た
。
こ
の
後
、
こ
の
資
料
の
輪
読
に
入
り
、
二
・
三
年
生
に
は
自
主

的
研
究
と
し
て
、
イ
ン
ド
学
に
関
す
る
文
献
の
紹
介
・
瞥
評
を
中
心

に
毎
時
限
一
名
の
ペ
ー
ス
で
発
表
し
て
も
ら
い
担
当
者
が
コ
メ
ン
ト

を
加
え
る
作
業
を
続
け
た
。
四
年
生
に
は
、
前
期
末
頃
よ
り
卒
論
の

た
め
の
資
料
読
解
の
中
間
発
表
か
ら
始
め
て
、
そ
れ
以
後
は
中
間
発

表
に
切
り
換
え
た
。
ゼ
ミ
中
の
発
表
に
対
し
て
活
発
な
討
論
が
行
わ

れ
た
と
は
言
え
な
い
。
発
表
者
の
問
題
意
識
、
知
識
の
範
囲
と
応
答

者
の
そ
れ
と
の
重
な
り
合
い
が
多
く
な
い
こ
と
に
原
因
が
あ
り
、
反

省
す
べ
き
点
で
あ
る
。
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め
た
研
究
を
レ
ジ
ュ
メ
に
し
て
提
出
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
。

仏
教
学
演
習
１
白
山
Ⅱ
部

Ⅲ
テ
ー
マ
「
中
国
仏
教
研
究
」

②
メ
ン
バ
ー
佐
藤
真
城
（
幹
事
）
他
二
年
生
二
名
、
三
年
生
六
名
、

四
年
生
四
名

Ⅲ
活
動
報
告

全
ゼ
ミ
員
が
、
各
自
の
卒
論
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
研
究
を
行
い
、
毎

週
二
名
程
が
中
間
報
告
を
発
表
す
る
。
又
、
中
間
報
告
に
対
し
、
ゼ

ミ
内
で
討
論
が
交
わ
さ
れ
た
後
、
担
当
教
員
に
よ
る
卒
論
指
導
が
行

わ
れ
た
。

そ
の
他
、
月
に
一
度
、
全
員
に
中
間
報
告
書
を
提
出
さ
せ
、
進
行

状
況
の
確
認
を
行
っ
た
。

田
村
晃
祐

仏
教
学
演
習
２
白
山
１
部

鎌
倉
仏
教
の
総
合
的
研
究
を
志
し
、
平
安
末
期
の
仏
教
の
動
向
の
研

究
か
ら
始
め
天
台
宗
系
の
良
忍
・
奈
良
法
相
宗
の
良
遍
を
終
え
、
本
年

度
は
浄
土
宗
の
開
祖
法
然
と
主
著
『
選
択
集
』
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ

た
。学
生
を
六
班
に
分
け
、
第
一
班
法
然
の
経
歴
、
第
二
班
『
選
択
集
』

巻
末
の
総
括
の
部
分
の
読
解
、
第
三
班
第
三
章
前
半
、
第
四
班
第
三
章

後
半
、
第
五
班
第
八
章
前
半
、
第
六
班
第
八
章
後
半
の
割
り
合
て
を
行

っ
た
。

但
し
、
実
際
に
は
十
月
十
一
月
の
二
ヶ
月
は
、
卒
業
論
文
の
中
間
発

表
者
が
十
名
に
よ
り
、
そ
れ
に
時
間
が
と
ら
れ
思
う
よ
う
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
尚
、
第
一
・
二
・
四
章
に
つ
い
て
内
容
の
概
略

を
田
村
が
行
っ
た
。

幹
事
児
島
豊
和
、
副
幹
事
中
村
一
平

ま
た
恒
例
の
春
・
秋
の
近
郊
旅
行
、
九
月
の
二
泊
三
日
の
研
究
旅
行

を
行
っ
た
。
春
は
法
然
研
究
に
因
ん
で
鎌
倉
の
浄
土
宗
大
本
山
光
明
寺

を
中
心
に
し
て
鎌
倉
の
寺
院
を
巡
っ
た
。
九
月
は
、
豊
岡
の
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
で
一
泊
し
て
研
修
を
行
っ
た
後
、
京
都
で
浄
土
宗
大
本
山
知
恩

院
、
吉
水
草
庵
跡
と
伝
え
ら
れ
る
安
養
院
、
百
万
遍
知
恩
寺
・
金
戒
光

明
寺
な
ど
を
見
学
し
て
一
泊
、
翌
日
は
法
然
を
批
判
し
た
明
恵
上
人
高

弁
の
高
山
寺
、
高
山
寺
近
く
の
栂
尾
神
護
寺
、
南
下
し
て
西
山
の
光
明

寺
（
こ
こ
は
法
然
が
比
叡
山
を
出
て
最
初
に
落
着
い
た
場
所
で
あ
り
、

後
に
法
然
の
遺
骸
を
茶
毘
に
付
い
た
所
で
あ
り
現
在
西
山
浄
土
宗
の
本

山
と
な
っ
て
い
る
所
）
な
ど
、
法
然
ゆ
か
り
の
寺
々
を
主
と
し
て
訪
問

し
た
。

秋
は
、
福
島
県
い
わ
き
市
の
厭
成
寺
阿
弥
陀
堂
を
訪
れ
た
。
平
安
中

期
の
浄
土
廻
遊
式
庭
園
の
中
に
国
宝
の
阿
弥
陀
堂
、
国
重
要
文
化
財
の

阿
弥
陀
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
伝
説
で
は
藤
原
清
衡
の
娘
が
嫁
に
来

て
平
泉
に
真
似
て
阿
弥
陀
堂
を
造
っ
た
と
い
う
。

帰
途
、
法
然
の
弟
子
親
驚
が
「
教
行
信
証
』
を
著
し
た
所
と
伝
え
ら

れ
る
茨
城
県
稲
田
の
西
念
寺
、
平
安
初
期
徳
一
が
中
禅
寺
を
建
て
た
あ

と
と
い
わ
れ
る
筑
波
山
筑
波
神
社
を
訪
れ
た
。
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渡
辺
章
悟

仏
教
学
演
習
３
白
山
１
部

Ⅲ
テ
ー
マ
「
智
慧
の
哲
学
」

⑭
メ
ン
バ
ー
渡
辺
純
子
（
幹
事
）
他
三
年
生
六
名
（
内
一
名
休
学

中
）
、
聴
識
者
大
学
院
生
二
名

③
活
動
報
告

こ
の
ゼ
ミ
の
主
た
る
対
象
は
、
イ
ン
ド
仏
教
の
思
想
で
あ
る
。
そ

の
な
か
で
も
大
乗
仏
教
思
想
の
中
心
を
担
っ
た
中
観
派
の
ナ
ー
ガ
ー

ル
ジ
ュ
ナ
「
根
本
中
頌
』
を
テ
ク
ス
ト
と
し
た
。
こ
の
文
献
を
中
心

に
さ
ま
ざ
ま
な
経
論
の
研
究
に
展
開
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
と
い

う
目
論
見
の
も
と
に
選
ん
だ
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
い
ま
だ
実
現

し
て
い
な
い
。

仏
教
学
演
習
２
白
山
Ⅲ
部

概
要
・
旅
行
は
一
部
に
同
じ
。

二
部
は
全
体
を
五
班
に
分
け
、
第
一
班
『
選
択
集
』
最
後
の
総
括
読

解
、
第
二
班
第
一
章
概
要
発
表
、
第
三
班
第
二
章
概
要
発
表
、
第
四

班
・
第
五
班
第
三
章
読
解
、
第
四
・
五
・
六
・
七
章
各
々
第
一
・
二
・

四
・
五
班
概
要
発
表
、
第
八
章
第
二
・
三
班
読
解
の
方
針
を
立
て
た

が
、
第
四
章
ど
ま
り
で
あ
っ
た
。

尚
、
そ
の
間
、
卒
論
中
間
発
表
三
名
、
法
然
批
判
の
研
究
の
発
表
が

行
わ
れ
た
。

幹
事
、
大
森
真
衣
子
、
副
幹
事
南
雲
啓
安

ゼ
ミ
の
進
め
方
は
、
毎
回
担
当
者
を
決
め
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の

読
解
の
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
担
当
者
が
解
説

し
、
そ
れ
を
批
判
し
て
行
く
と
い
う
方
法
を
取
っ
た
。
こ
の
文
献
は

偶
頌
と
い
う
簡
潔
な
形
式
と
、
哲
学
的
に
深
い
思
索
を
示
す
内
容
を

持
つ
た
め
に
、
な
か
な
か
そ
の
意
義
ま
で
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
年
間
を
通
じ
て
、
読
み
進
め
た
結

果
、
本
書
に
特
有
の
用
例
や
論
法
に
は
か
な
り
慣
れ
て
き
た
よ
う
で

あ
っ
た
。

後
期
か
ら
は
各
自
一
章
づ
っ
担
当
を
決
め
て
、
そ
れ
を
ま
と
め
て

発
表
し
て
も
ら
う
と
い
う
形
式
に
切
り
替
え
た
が
、
こ
れ
は
参
加
者

の
語
学
力
や
表
現
力
の
差
が
か
な
り
異
な
る
た
め
、
発
表
に
ば
ら
つ

き
が
あ
り
、
必
ず
し
も
う
ま
く
ゆ
か
な
か
っ
た
。

今
回
は
初
年
度
と
い
う
こ
と
で
、
お
互
い
に
ゼ
ミ
と
い
う
形
式
に

も
慣
れ
ず
、
手
探
り
状
態
で
あ
っ
た
。
特
に
そ
の
進
め
方
で
は
、
こ

ち
ら
が
望
む
よ
う
な
対
話
形
式
の
ゼ
ミ
は
、
学
生
の
興
味
が
熟
さ
な

い
内
に
行
な
っ
て
も
実
行
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ

た
。
次
第
に
慣
れ
た
来
年
に
期
待
し
た
い
。

な
お
、
夏
休
み
に
は
白
山
の
ゼ
ミ
一
部
・
二
部
と
朝
霞
ゼ
ミ
と
で

豊
岡
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
合
同
の
合
宿
を
行
な
っ
た
。
も
っ

と
勉
強
時
間
を
増
や
し
て
も
よ
い
と
い
う
声
が
出
る
ほ
ど
熱
心
な
学

生
も
い
た
が
、
適
当
な
時
間
配
分
で
欠
席
者
も
ほ
ど
ん
ど
な
く
盛
会

で
あ
っ
た
。
聴
講
の
大
学
院
生
二
名
も
参
加
し
、
な
か
な
か
充
実
し

た
合
宿
で
あ
っ
た
。
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仏
教
学
演
習
３
白
山
Ⅱ
部

Ⅲ
テ
ー
マ
「
智
慧
の
哲
学
」

⑭
メ
ン
バ
ー
春
原
高
信
（
幹
事
）
他
二
年
生
八
名
（
内
長
欠
二

名
）
、
聴
講
者
四
年
生
一
名

③
活
動
報
告

こ
の
ゼ
ミ
の
主
た
る
対
象
は
、
イ
ン
ド
仏
教
の
思
想
で
あ
る
。
そ

の
な
か
で
も
大
乗
仏
教
思
想
の
中
心
を
担
っ
た
中
槻
派
の
ナ
ー
ガ
ー

ル
ジ
ュ
ナ
『
根
本
中
頌
』
を
テ
ク
ス
ト
と
し
た
。
こ
の
文
献
を
中
心

に
さ
ま
ざ
ま
な
経
論
の
研
究
に
展
開
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
と
い

う
目
論
見
の
も
と
に
選
ん
だ
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
い
ま
だ
実
現

し
て
い
な
い
。

ゼ
ミ
の
進
め
方
は
、
毎
回
担
当
者
を
決
め
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の

読
解
の
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
担
当
者
が
解
説

し
、
そ
れ
を
批
判
し
て
行
く
と
い
う
方
法
を
取
っ
た
。
こ
の
文
献
は

偶
頌
と
い
う
簡
潔
な
形
式
と
、
哲
学
的
に
深
い
思
索
を
示
す
内
容
を

持
つ
た
め
に
、
な
か
な
か
そ
の
意
義
ま
で
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
年
間
を
通
じ
て
読
み
進
め
た
結
果
、

本
諜
に
特
有
の
用
例
や
論
法
に
は
か
な
り
慣
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
っ

た
。後
期
か
ら
は
各
自
一
章
づ
っ
担
当
を
決
め
て
、
そ
れ
を
ま
と
め
て

発
表
し
て
も
ら
う
と
い
う
形
式
に
切
り
替
え
た
。
な
か
に
は
非
常
に

よ
く
ま
と
ま
っ
た
発
表
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
者
の
語
学

力
や
表
現
力
の
差
が
か
な
り
異
な
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
う

笠
井
貞

仏
教
学
演
習
４
白
山
Ｉ
部

Ⅲ
テ
ー
マ
「
正
法
眼
蔵
講
読
」

⑭
メ
ン
バ
ー
塚
本
伴
樹
（
幹
噸
）
他
二
七
名

③
活
動
報
告

道
元
の
主
著
『
正
法
眼
蔵
』
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
元
の
思

想
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
道

元
の
印
度
・
中
国
・
日
本
思
想
史
上
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
し
、
ま

た
道
元
と
同
時
代
の
新
旧
日
本
仏
教
思
想
と
の
比
較
を
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
色
を
把
握
す
る
。
更
に
思
想
系
譜
・
思
想
形
態
を
異
に
す

る
西
洋
の
哲
学
・
宗
教
思
想
と
の
対
比
を
す
る
。
以
上
を
目
標
に
、

本
年
度
は
、
「
弁
道
話
」
を
中
心
に
、
学
生
自
身
が
研
究
し
て
輪
番
制

で
発
表
を
し
て
、
質
問
・
討
論
を
し
た
。

仏
教
学
演
習
４
白
山
Ⅱ
部

ま
く
ゆ
か
な
か
っ
た
。

ま
た
今
回
は
初
年
度
と
い
う
こ
と
で
、
お
互
い
に
ゼ
ミ
と
い
う
形

式
に
も
慣
れ
ず
、
手
探
り
状
態
で
あ
っ
た
。
特
に
そ
の
進
め
方
で
は
、

こ
ち
ら
が
望
む
よ
う
な
対
話
形
式
の
ゼ
ミ
は
、
学
生
の
興
味
が
熟
さ

な
い
内
に
行
な
っ
て
も
実
行
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ

た
。
次
第
に
慣
れ
た
来
年
に
期
待
し
た
い
。

な
お
、
夏
休
み
に
は
白
山
の
ゼ
ミ
一
部
・
二
部
と
朝
霞
ゼ
ミ
と
で

豊
岡
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
合
同
の
合
宿
を
行
な
っ
た
。
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八
－
部
Ｖ

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
識
読

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
講
読

仏
教
学
概
論

イ
ン
ド
宗
教
史

中
国
仏
教
史

日
本
仏
教
史

宗
教
学
概
論

イ
ン
ド
哲
学
特
講
Ｉ

イ
ン
ド
哲
学
特
講
Ⅱ

平
成
七
年
度
開
講
科
目

川
テ
ー
マ
「
正
法
眼
蔵
講
読
」

⑭
メ
ン
バ
ー
今
田
敏
郎
（
幹
事
）
他
二
名

③
活
動
報
告

道
元
の
主
著
『
正
法
眼
蔵
』
を
読
ん
で
、
そ
の
思
想
内
容
を
理
解

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
道
元
の
仏
教
思
想

史
上
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
し
て
、
道
元
仏
法
の
特
色
を
把
握
し
、

更
に
系
統
と
形
態
が
異
な
る
西
洋
の
哲
学
・
宗
教
と
の
対
比
を
試
み

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
探
求
す
る
。
以
上
の
こ
と
を
考
慮
し
て
、

本
年
度
は
、
「
仏
性
」
・
「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
の
巻
な
ど
を
、
学
生

中
心
に
輪
番
で
研
究
発
表
を
し
て
、
討
議
を
し
た
。

必必必必必必必必必
修修修修修修修修修

i柵鰹鯛灘
由橋笠田里橋森渡渡
木本井村道本辺辺

義泰晃徳泰章郁郁
文元貞祐雄元司子子

イ
ン
ド
哲
学
特
講
Ⅲ

卒
業
論
文

イ
ン
ド
哲
学
演
習
Ｉ

イ
ン
ド
哲
学
演
習
ｌ

イ
ン
ド
哲
学
演
習
Ｉ
（
再
履
）

仏
教
学
演
習
Ｉ

仏
教
学
演
習
Ｉ

イ
ン
ド
哲
学
演
習
Ⅱ
。
Ⅲ

イ
ン
ド
哲
学
演
習
Ⅱ
。
Ⅲ

イ
ン
ド
哲
学
演
習
Ⅱ
．
Ⅲ

イ
ン
ド
哲
学
演
習
Ⅱ
。
Ⅲ

イ
ン
ド
哲
学
演
習
Ⅱ
（
再
履
）

仏
教
学
演
習
Ⅱ
。
Ⅲ

仏
教
学
演
習
Ⅱ
。
Ⅲ

仏
教
学
演
習
Ⅱ
。
Ⅲ

仏
教
学
演
習
Ⅱ
。
Ⅲ

パ
ー
リ
文
献
講
読

仏
教
漢
文
講
読

法
華
経
学
概
説

禅
学
概
説

チ
ベ
ッ
ト
文
献
講
読

浄
土
学
概
説

密
教
学
概
説

必
修
白
山
五
ｌ
嵐
明
宝

必
修
白
山

選
必
朝
霞
渡
辺
章
悟

選
必
朝
霞
澗
水
乞

選
必
白
山
中
山
清
田

選
必
朝
霞
蓑
輪
顕
騒

選
必
朝
霞
島
田
茂
樹

選
必
白
山
清
水
乞

選
必
白
山
菅
沼
晃

選
必
白
山
森
章
司

選
必
白
山
橋
本
泰
元

選
必
白
山
中
山
清
田

選
必
白
山
里
道
徳
雄

選
必
白
山
田
村
晃
祐

選
必
白
山
渡
辺
章
悟

選
必
白
山
笠
井
貞

選
択
白
山
石
上
和
敬

選
択
白
山
（
休
講
）

選
択
白
山
藤
井
教
公

選
択
白
山
（
休
講
）

選
択
白
山
（
休
講
）

選
択
白
山
五
十
嵐
明
宝

選
択
白
山
金
岡
秀
友
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イ
ン
ド
美
術

選
択

宗
教
学

人
文

宗
教
学

人
文

八
Ⅱ
部
Ｖ

仏
教
学
概
論

必
修

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
講
読
必
修

イ
ン
ド
宗
教
史

必
修

中
国
仏
敦
史

必
修

日
本
仏
敦
史

必
修

卒
業
論
文

必
修

イ
ン
ド
哲
学
特
講
Ｉ

必
修

イ
ン
ド
哲
学
特
講
Ⅱ

必
修

イ
ン
ド
哲
学
特
講
Ⅲ

必
修

イ
ン
ド
哲
学
演
習
Ｉ
。
Ⅱ
。
Ⅲ
選
必

イ
ン
ド
哲
学
演
習
Ｉ
。
Ⅱ
。
Ⅲ
選
必

イ
ン
ド
哲
学
演
習
Ｉ
。
Ⅱ
。
Ⅲ
選
必

イ
ン
ド
哲
学
演
習
Ｉ
。
Ⅱ
。
Ⅲ
（
再
履
）
選
必

仏
教
学
演
習
Ｉ
。
Ⅱ
。
Ⅲ
選
必

仏
教
学
演
習
Ｉ
。
Ⅱ
。
Ⅲ
選
必

仏
教
学
演
習
Ｉ
。
Ⅱ
。
Ⅲ
選
必

仏
教
学
演
習
Ｉ
。
Ⅱ
。
Ⅲ
選
必

仏
教
学
演
習
Ｉ
。
Ⅱ
。
Ⅲ
（
再
履
）
選
必

禅
学
概
説

選
択

白白白白白白白白白白白白白白白白白白白
山山山山山山山山山山山山山山山山山山山 關鮒

獅識鯛藻森鰍ギ鶴 田里橋渡森
村道本辺 魁纐

修弘章晃徳弘章泰義芳弘
道宗貞悟祐雄宗司元乞文夫宗

晃徳泰郁章
祐雄元子司

章
悟貞乞

八
大
学
院
Ｖ

印
度
哲
学
特
論
（
イ
ン
ド
浄
土
思
想
の
研
究
）
藤
田
宏
達

印
度
哲
学
演
習
Ｉ
・
印
度
哲
学
特
殊
研
究
Ｉ

（
大
乗
仏
伝
研
究
）

金
岡
秀
友

印
度
哲
学
演
習
Ⅱ
。
印
度
哲
学
研
究
指
導
Ｉ

（
爵
国
百
理
論
の
研
究
）

菅
沼
晃

仏
教
学
特
論
Ⅱ
・
印
度
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ

（
Ｃ
ご
目
四
の
研
究
１
ｍ
目
目
目
己
妙
一
四
を
中
心
と
し
て
）清
水
乞

仏
教
学
特
論
Ⅲ

（
禅
宗
語
録
の
研
究
ｌ
黄
檗
断
際
禅
師
伝
心
法
要
②
）

里
道
徳
雄

仏
教
学
演
習
Ｉ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ｉ
（
正
法
眼
蔵
講
読
）
笠
井
頁

仏
教
学
演
習
Ⅱ
。
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ

仏
教
漢
文
講
読

チ
ベ
ッ
ト
文
献
講
読

密
教
学
概
論

法
華
経
学
概
説

浄
土
学
概
説

イ
ン
ド
美
術

パ
ー
リ
文
献
講
読

宗
教
学

人選選選選選選選
文択択択択択択択

白白白白白白白白
山山１１１１｣’１１１１１１１１」山

進
藤
英
幸

金
子
英
一

島
田
茂
樹

（
休
講
）

（
休
講
）

（
休
講
）

（
休
講
）

渡
辺
章
悟
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八
－
部
Ｖ

永
松
賢
道
食
禅
食
悟
Ｉ
典
座
教
訓
を
読
む
ｌ

後
藤
宏
行
真
如
と
し
て
の
現
成
公
案

西
村
和
也
山
中
他
界
と
女
人
結
界

錦
織
達
郎
観
心
本
尊
抄
に
み
る
日
迦
の
一
念
三
千
観

井
上
和
範
日
蓮
大
聖
人
滅
後
の
教
団
内
の
動
向
に
つ
い
て
－
書

翰
を
繕
き
身
延
派
と
富
士
門
流
の
主
張
の
相
違
を
探
る
－

竹
廣
賢
親
鷲
に
お
け
る
「
三
心
即
一
心
」
の
意

神
澤
雄
次
郎
一
週
の
思
想
に
お
け
る
生
死
観
と
そ
の
現
代
性

塩
川
裕
二
提
調
波
利
経
の
研
究

塩
野
幸
司
三
国
時
代
の
仏
教
の
影
響

奈
良
坂
尚
代
蓮
如
と
一
向
一
侯
ｌ
教
え
に
は
な
い
門
徒
の
行
動
Ｉ

平
成
七
年
度
卒
業
論
文

（
「
法
華
玄
義
」
の
研
究
）

仏
教
学
演
習
Ⅳ
（
『
四
分
律
行
事
妙
』
の
研
究
）

印
度
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
。
印
度
哲
学
研
究
指
導
ｌ

（
イ
ン
ド
哲
学
・
仏
教
学
の
諸
問
題
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅱ
。
仏
教
学
研
究
指
導
Ｉ

（
天
台
教
学
の
研
究
）

印
度
哲
学
特
殊
研
究
Ⅲ
。
印
度
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ

（
日
本
密
教
儀
礼
書
の
研
究
）

菅
沼
晃

田
村
晃
祐

森
章
司

滴
水
乞

田
村
晃
祐

茂
呂
洋
子
プ
ラ
ー
ナ
成
立
期
前
後
ま
で
の
ガ
ネ
ー
シ
ャ

天
羽
香
奈
美
弥
勒
の
「
救
い
」
と
約
束
の
日

高
田
圭
子
「
良
寛
禅
師
奇
話
」
に
見
る
良
寛
の
生
涯

志
賀
律
子
イ
ン
ド
に
お
け
る
理
想
の
女
性
観

我
妻
志
穂
蓮
華
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
１
大
悲
胎
蔵
生
曼
茶
羅
を
中

心
と
し
て
ｌ

福
田
朋
亨
日
本
仏
教
に
お
け
る
能
楽
の
意
義
ｌ
謡
曲
の
研
究
。

世
阿
の
哲
学
ｌ

吉
川
哲
史
性
と
宗
教

北
村
礼
桂
殺
人
犯
罪
者
に
内
在
す
る
宗
教
思
想

遠
藤
喜
美
宗
教
と
教
育

松
田
智
也
道
元
の
今
日
的
意
味
ｌ
道
元
の
思
想
と
人
に
み
る
自

然
と
人
間
及
び
王
法
と
仏
法
と
の
あ
る
べ
き
関
係
に
つ
い

て
ｌ

栗
田
裕
之
仏
教
に
お
け
る
悪
魔
に
つ
い
て

鈴
木
洋
子
道
元
の
時
間
論
Ｉ
有
時
Ｉ

大
泉
美
貴
子
「
法
華
秀
句
」
巻
下
に
み
る
伝
教
大
師
最
澄
の
円
機
巳

熟
思
想

細
谷
智
美
イ
ン
ド
の
女
神
信
仰
ｌ
パ
ー
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
を
中
心

に
し
て
ｌ

松
田
敦
之
『
中
観
荘
厳
論
」
に
お
け
る
二
諦
説
Ｉ
勝
義
と
二
種

世
俗
の
関
係
に
つ
い
て
ｌ

山
田
公
三
郎
現
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
不
可
触
民
差
別
の
現
状
ｌ
ガ
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ン
デ
ィ
ー
・
会
議
派
の
矛
盾
、
虐
殺
・
虐
待
事
件
、
そ
の

他
資
料
か
ら
見
る
不
可
触
民
差
別
の
実
態
Ｉ

勝
野
秀
敏
白
隠
の
禅
と
念
仏
ｌ
「
遠
羅
天
釜
続
集
嶌
お
た
ふ
く

女
郎
粉
引
歌
』
を
中
心
に
ｌ

武
田
賢
司
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
サ
キ
ャ
派
に
お
け
る
「
道
果
説
」
の
意

義
－
大
印
契
を
通
じ
て
ｌ

他
端
健
太
郎
開
目
妙
に
お
け
る
日
蓮
の
思
想
ｌ
な
ぜ
日
蓮
は
法
華

経
を
信
奉
し
た
の
か
Ｉ

内
田
太
郎
『
ラ
ー
マ
ー
ャ
ナ
』
と
『
ラ
ー
ム
・
チ
ャ
リ
ト
・
マ
ー
ナ

ス
』
双
方
の
「
ア
ョ
ー
デ
ィ
ャ
ー
編
」
に
お
け
る
「
愛
」

又
は
「
愛
情
」
に
関
す
る
考
察

堀
口
淑
彦
ケ
ー
ラ
ラ
州
の
舞
踊
、
演
劇
の
な
が
れ

志
田
健
司
イ
ン
ド
音
楽
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

高
野
基
禅
問
答
に
於
け
る
言
語
使
用
の
姿
「
庭
前
柏
樹
」
の
本

質
へ
の
一
考
察

大
多
和
明
日
香
一
遍
上
人
と
神
祇
信
仰

福
岡
葱
一
郎
武
道
の
本
質
と
そ
の
形
骸
化

小
島
志
恵
カ
ー
ン
グ
ラ
派
の
細
密
画
と
画
家
マ
ー
ナ
ク

古
池
ト
モ
子
栄
西
と
茶
ｌ
『
喫
茶
養
生
記
』
巻
上
を
中
心
と
し
て
ｌ

奥
平
桂
子
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
女
神
に
お
け
る
二
面
性
に
つ
い
て

ｌ
美
し
く
、
残
酷
な
母
た
ち
Ｉ

倉
又
裕
子
『
日
本
霊
異
記
』
に
つ
い
て
－
成
立
の
背
景
を
中
心

こ
’

後
藤
健
禅
と
武
士
道

石
井
愛
子
道
元
思
想
に
つ
い
て

児
島
豊
和
『
方
丈
記
」
の
思
想
的
研
究

秋
山
陽
子
五
姓
各
別
説
に
つ
い
て
－
『
法
相
二
巻
抄
』
を
中
心

に
－

村
田
龍
弥
真
言
立
川
流
に
関
す
る
考
察
人
間
賛
歌
立
川
流

樋
口
綾
子
サ
テ
ィ
ー
に
見
る
「
良
い
妻
」
の
概
念

野
中
桃
子
イ
ン
ド
・
傭
緒
的
恋
愛
論
ｌ
の
目
恩
田
に
つ
い
て
ｌ

関
野
勉
『
シ
ュ
リ
ー
・
ス
ポ
ー
デ
ィ
ニ
ー
』
に
み
る
ヴ
ァ
ッ
ラ

パ
の
バ
ク
テ
ィ
観
ｌ
『
パ
ー
ガ
ヴ
ァ
タ
・
プ
ラ
ー
ナ
」

十
巻
二
九
章
十
三
～
十
五
節
の
注
釈
ｌ

中
村
幸
マ
ヌ
法
典
の
ダ
ル
マ

早
見
貞
之
『
ダ
シ
ャ
・
ア
ヴ
ァ
タ
ー
ラ
・
チ
ャ
リ
タ
』
第
十
章

ｌ
「
カ
ル
キ
・
ア
ヴ
ァ
タ
ー
ラ
」
の
研
究
ｌ

降
籏
誉
技
三
願
転
入
に
つ
い
て

西
村
孝
之
死
に
つ
い
て
の
考
察

黒
崎
恵
美
『
マ
ヌ
法
典
』
に
お
け
る
浄
と
不
浄

古
田
将
博
「
ギ
ー
タ
ゴ
ー
ヴ
イ
ン
ク
」
に
お
け
る
文
学
装
置
の
解

明

森
光
良
女
性
学
か
ら
見
た
律
蔵

本
間
寛
子
説
話
に
み
る
文
化
と
は
－
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
の

同
一
モ
チ
ー
フ
を
持
つ
説
話
比
較
研
究
ｌ

宮
本
富
子
禅
僧
の
遺
偶
に
み
る
臨
終
と
そ
の
死
生
観
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千
葉
由
美
子
宇
宙
卵
思
想
に
み
る
コ
ス
モ
ゴ
ー
ー
ー
の
系
譜

山
田
哲
印
度
哲
学
伝
統
的
正
統
派
観
念
論
の
伝
承
ｌ
『
ウ
パ

デ
ー
シ
ャ
・
サ
ー
ハ
ス
リ
ー
』
に
お
け
る
シ
ャ
ン
ヵ
ラ
哲

学
の
解
脱
論
ｌ

池
田
信
孝
地
蔵
信
仰
Ｉ
間
魔
と
地
蔵
の
関
係
と
二
つ
の
『
十
王

経
』
を
中
心
に
し
て
ｌ

野
田
一
郎
「
大
乗
起
信
論
」
に
お
け
る
言
語
と
存
在
の
諸
相

青
木
知
恵
美
聖
徳
太
子
の
仏
教
思
想
の
研
究
ｌ
『
勝
鍵
経
義
疏
』

を
中
心
と
し
て
’

八
Ⅱ
部
ｖ

榎
本
政
己
大
本
教
に
お
け
る
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
要
素

戸
田
昌
征
古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
演
劇
の
基
本
思
想

石
橋
昌
人
三
四
亘
肝
山
の
一
国
に
お
け
る
現
代
イ
ン
ド
舞
踊
と
の
関

連
性
ｌ
シ
ｇ
ご
旦
口
を
中
心
に
考
察
ｌ

坂
西
裕
密
教
的
世
界
観
に
対
す
る
現
代
科
学
的
解
釈

油
谷
海
太
郎
形
而
上
学
に
対
す
る
沈
黙
に
つ
い
て

石
川
美
麻
民
衆
と
と
も
に
生
き
た
蓮
如
ｌ
本
願
寺
再
興
と
幸
福

へ
の
願
い
Ｉ

加
藤
千
晶
カ
ー
ラ
チ
ャ
ク
ラ
愛
茶
羅
の
研
究

長
谷
川
正
身
唯
識
「
転
変
論
」
に
お
け
る
因
果
同
時
・
異
時
の
問
題

に
つ
い
て

阿
部
恵
子
ヨ
ー
ガ
ス
ー
ト
ラ
に
お
け
る
ヨ
ー
ガ
体
系
の
一
考
察

今
田
敏
郎
神
仏
習
合
か
ら
本
地
垂
迩
へ
の
道

大
学
院
修
士
論
文

佐
々
木
正
初
期
ウ
パ
ー
ワ
ャ
ッ
ド
の
時
代
に
お
け
る
生
命
観

ｌ
禁
欲
苦
行
主
義
的
世
界
観
な
ど
を
中
心
に
Ｉ

大
川
仁
美
『
マ
ヌ
法
典
』
に
お
け
る
動
物
観
の
研
究

大
森
真
衣
子
『
弁
道
話
」
の
思
想

梅
原
真
由
美
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
個
我
に
つ
い
て

田
中
里
佳
律
蔵
に
み
る
別
住
の
研
究

古
性
大
喜
安
居
鍵
度
の
諸
律
比
較
対
照
表

星
弘
子
不
動
蔓
茶
羅

Ｉ
宗
教
・
美
術
に
お
け
る
不
動
畳
茶
羅
Ｉ

福
家
昌
浩
布
薩
鶏
磨
に
つ
い
て
ｌ
仏
教
に
お
け
る
和
合
布
薩
の

重
要
性
ｌ

太
田
俊
太
郎
古
代
イ
ン
ド
都
市
構
造
に
お
け
る
宗
教
性

堀
口
啓
一
輪
廻
の
仕
組
み
と
事
実
性
ｌ
中
有
の
解
明
と
再
生
へ

の
道
程
に
於
け
る
一
考
察
ｌ

伊
藤
周
太
『
く
冒
目
：
冨
一
『
口
ぐ
口
』
と
瞑
想

ｌ
瞑
想
と
は
何
か
ｌ

海
瀬
純
沙
弥
・
沙
弥
尼
戒
の
研
究

亀
山
純
子
雲
門
の
人
と
思
想

ｌ
日
日
是
好
日
と
日
常
に
つ
い
て
ｌ

藤
ヶ
崎
彰
布
薩
極
度

郷
幸
次
印
度
カ
リ
ー
と
ゴ
ー
タ
マ
ヘ
の
あ
こ
が
れ
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三森佐鴇谷中土丸
捕藤竹田ロ村倉山

佐甲
藤田

育
美
日
蓮
に
お
け
る
一
念
三
千
に
つ
い
て

宏
「
金
剛
頂
経
疏
」
と
天
台
教
学

剛
「
教
行
信
証
」
に
お
け
る
浄
土

智
美
実
導
仁
空
の
「
観
経
疏
弘
深
抄
」
に
お
け
る
念
仏
観

智
哉
『
中
論
』
の
研
究
「
二
諦
論
の
位
相
に
つ
い
て
」

正
行
の
四
Ｂ
厨
の
忌
織
『
】
国
訂
第
一
章
に
見
ら
れ
る
無
明
槻

彰
子
ア
ー
ト
マ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
お
け
る
我
の
思
想

宏
文
初
期
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
哲
学
研
究
１
勺
『
湯
口
：
，

日
８
９
儲
百
の
概
念
の
検
討

烈
冨
く
の
訂
。
：
§
の
知
識
論

淳
一
『
摂
大
乗
論
』
に
お
け
る
〈
意
〉
に
つ
い
て
の
研
究
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発
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璽
尿
都
文
京
区
白
山
五
丁
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号

電
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一
九
窒
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雲
一
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印
刷
日
新
印
刷
株
式
会
社

璽
尿
都
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京
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大
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五
’
二
十
五
‐
十
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話
○
三
’
三
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